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日
中
戦
争
期
に
お
け
る
吉
岡
文
六
（
東
京
日
日
新
聞
）
の
中
国
認
識

　
　
　　
　
　
　
　
　

蔣
介
石
観
を
中
心
に　
　

島　

田　
　

大　

輔

　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

吉
岡
文
六
（
一
八
九
九
〜
一
九
四
六
年
）
は
、
熊
本
県
球
磨
郡
人
吉
町
（
現
人
吉
市
）
出
身
、
一
九
二
二
年
に
東
亜
同
文
書
院
を
卒
業
（
一

九
期
生
）
し
、
二
三
年
東
京
日
日
新
聞
（
以
下
、
東
日
）
社
に
入
社
し
た
。
北
京
通
信
部
勤
務
（
一
九
二
三
年
）、
南
京
通
信
部
主
任
（
一
九

二
八
年
）、
上
海
支
局
長
（
一
九
三
二
年
）
な
ど
中
国
駐
在
通
信
員
を
歴
任
し
た
。
帰
国
後
、
東
日
の
編
集
局
東
亜
課
長
（
一
九
三
四
〜
三
八

年
）、
政
治
部
長
（
一
九
三
八
年
）、
東
亜
通
信
部
長
（
一
九
三
九
〜
四
二
年
）、
編
集
局
長
（
一
九
四
二
〜
四
四
年
）
等
、
相
次
い
で
要
職
に
就

い
た
）
1
（

。
吉
岡
は
、
一
貫
し
て
中
国
専
門
記
者
と
し
て
活
動
し
、
外
部
雑
誌
に
論
文
を
寄
稿
す
る
な
ど
言
論
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、

メ
デ
ィ
ア
史
上
で
は
、
東
条
英
機
内
閣
に
よ
る
言
論
弾
圧
事
件
で
あ
る
竹
槍
事
件
）
2
（

（
一
九
四
四
年
二
月
）
に
お
け
る
、
毎
日
新
聞
社
の
当

事
者
の
一
人
（
該
当
記
事
を
執
筆
し
た
新
名
丈
夫
記
者
に
対
す
る
政
府
の
処
罰
命
令
を
無
視
し
、
逆
に
編
集
局
長
賞
を
与
え
た
。
か
つ
吉
岡
自
身
は
引

責
辞
任
）
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

吉
岡
文
六
は
、
一
九
三
〇
年
代
を
代
表
す
る
中
国
専
門
記
者
の
一
人
で
あ
り
、
特
に
大
阪
毎
日
新
聞
社
系
列
（
東
日
は
大
阪
毎
日
新
聞

一
九
三
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の
系
列
紙
）
の
中
で
は
代
表
格
と
言
っ
て
よ
い
。「
当
時
の
日
本
は
対
中
政
策
を
『
対
蔣
政
策
』
と
呼
ぶ
ほ
ど
蔣
介
石
を
中
国
の
要
と
見

な
し
て
い
た
）
3
（

」
と
鹿
錫
俊
が
言
う
よ
う
に
、
戦
前
期
の
中
国
政
策
、
中
国
分
析
に
お
い
て
蔣
介
石
研
究
は
最
重
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
う

し
た
中
で
、
吉
岡
は
、
中
華
民
国
の
指
導
者
蔣
介
石
に
関
す
る
分
析
を
発
表
し
続
け
た
。
吉
岡
は
、
戦
前
期
随
一
の
蔣
介
石
研
究
家
と

の
評
価
も
あ
る
）
4
（

。

　

吉
岡
に
つ
い
て
は
、
同
郷
（
熊
本
）
の
郷
土
史
家
渋
谷
敦
に
よ
る
伝
記
『
無
冠
の
帝
王
）
5
（

』
が
あ
る
。
ま
た
、
近
年
、
一
九
三
〇
年
代

日
本
の
中
国
論
を
分
析
す
る
な
か
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
て
き
た
）
6
（

。
た
だ
し
、
渋
谷
の
伝
記
は
い
わ
ば
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

り
学
術
的
な
考
察
を
踏
ま
え
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
一
九
三
〇
年
代
の
中
国
論
研
究
の
な
か
で
の
吉
岡
の
扱
い
は
、
吉
岡
に
焦
点

を
当
て
た
も
の
で
は
な
く
、
何
名
か
い
る
中
国
問
題
研
究
家
の
一
人
と
し
て
羅
列
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　

そ
の
中
で
、
一
定
の
紙
幅
を
以
て
、
吉
岡
の
中
国
論
や
内
面
に
迫
っ
た
本
格
的
論
考
と
し
て
山
室
信
一
の
『
ア
ジ
ア
び
と
の
風
姿
）
7
（

』

第
二
章
「
熊
本
び
と
の
ア
ジ
ア　
　

ひ
と
つ
の
「
環
地
方
学
」
の
試
み
」
が
あ
る
。
同
稿
は
、
革
命
参
加
や
言
論
な
ど
を
通
じ
て
、
ア

ジ
ア
と
ゆ
か
り
の
多
か
っ
た
近
代
熊
本
人
の
群
像
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
八
頁
に
わ
た
っ
て
吉
岡
が
分
析
さ
れ
て
い
る
）
8
（

。

山
室
の
吉
岡
論
の
特
徴
は
、
蔣
介
石
独
裁
批
判
を
吉
岡
の
中
国
分
析
の
特
徴
と
位
置
づ
け
、
そ
の
独
裁
反
対
姿
勢
を
、
竹
槍
事
件
に
お

け
る
反
東
条
姿
勢
に
結
び
つ
け
た
こ
と
に
あ
る
。
吉
岡
を
一
貫
し
た
反
独
裁
主
義
者
で
あ
り
、
独
裁
反
対
に
殉
じ
た
理
想
主
義
者
と
し

て
描
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
山
室
の
分
析
は
、
い
く
つ
か
の
吉
岡
の
書
籍
と
史
料
を
用
い
て
い
る
が
、
吉
岡
の
雑
誌
論
文
を
丹
念
に
分
析
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
そ
の
結
果
、
山
室
が
描
い
た
吉
岡
像
は
実
像
と
乖
離
し
た
強
引
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
吉
岡
は
確
か

一
九
四
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に
蔣
介
石
の
独
裁
を
俎
上
に
上
げ
た
が
批
判
一
辺
倒
で
は
な
い
。
ま
た
、
独
裁
反
対
で
一
貫
し
た
人
物
で
も
な
い
。
結
論
を
先
取
り
す

る
と
、
蔣
の
独
裁
体
制
を
中
国
政
治
の
理
想
像
と
見
な
し
、
対
日
協
力
政
権
に
蔣
の
手
法
の
模
倣
を
促
し
て
い
る
な
ど
、
独
裁
へ
の
肯

定
意
見
が
吉
岡
に
は
あ
っ
た
。
吉
岡
の
蔣
介
石
論
、
中
国
論
を
東
条
政
権
批
判
に
安
易
に
結
び
つ
け
る
の
は
無
理
筋
で
あ
ろ
う
。
こ
の

山
室
の
論
考
は
、
竹
槍
事
件
に
お
け
る
吉
岡
の
行
動
を
後
づ
け
る
こ
と
が
目
的
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
吉
岡
の
中
国
論
の
う
ち
、
都

合
の
よ
い
部
分
だ
け
を
見
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
山
室
の
吉
岡
分
析
は
吉
岡
の
実
像
を
ゆ
が
め
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
一
九
三
四
年
前
後
か
ら
日
中
全
面
戦
争
勃
発
（
一
九
三
七
年
七
月
）
を
経
て
、
一
九
四
〇
年
の
汪
兆
銘
政
権
樹
立
に
至
る
ま

で
の
吉
岡
の
中
国
分
析
の
変
遷
を
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
吉
岡
が
蔣
介
石
研
究
の
専
門
家
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
蔣
介
石
観

が
中
心
と
な
る
）
9
（

。
ま
た
、
吉
岡
の
中
国
論
の
特
徴
を
よ
り
際
立
た
せ
る
た
め
、
吉
岡
と
対
称
的
な
中
国
認
識
を
持
っ
た
ラ
イ
バ
ル
紙
『
東

京
朝
日
新
聞
』（
以
下
、
東
朝
）
の
中
国
専
門
記
者
で
あ
り
、
一
九
四
〇
年
に
吉
岡
と
同
時
・
同
格
の
立
場
で
支
那
派
遣
軍
総
司
令
部
に

招
聘
さ
れ
た
と
い
う
共
通
点
を
持
つ
太
田
宇
之
助
と
の
比
較
を
適
宜
行
う
）
10
（

。
理
想
主
義
的
な
側
面
が
強
い
太
田
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ

り
、
吉
岡
の
現
実
主
義
的
中
国
論
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。

　

日
本
側
の
当
初
の
想
定
に
反
し
長
期
化
し
た
日
中
戦
争
は
、
中
国
通
に
と
っ
て
試
練
で
あ
っ
た
。
日
中
戦
争
は
先
行
き
が
見
え
な
い

戦
争
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
対
敵
専
門
家
の
性
格
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
中
国
通
の
知
見
が
必
要
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
彼
等
中
国

通
も
相
手
国
の
内
情
・
戦
争
の
先
行
き
に
つ
い
て
正
し
く
見
通
せ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
直
面
す
る
新
事
態
の
な
か
で
そ
の
認
識
を

絶
え
ず
更
新
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
中
国
通
の
な
か
で
も
、
特
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
動
向
に
目
を
向
け

る
が
、
そ
の
理
由
は
、
彼
等
が
、
国
民
輿
論
に
影
響
を
与
え
、
か
つ
、
非
政
府
関
係
者
の
身
分
を
利
用
し
て
和
平
の
非
正
式
チ
ャ
ン
ネ

一
九
五
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ル
を
開
き
得
る
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
国
通
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
る
中
国
専
門
記
者
は
そ
れ
ま
で
に
培
っ
た
人
脈
を
用
い
て
対

敵
和
平
ま
た
は
攪
乱
工
作
へ
従
事
し
、
相
手
国
に
対
す
る
知
見
・
分
析
能
力
を
政
府
や
国
民
に
提
供
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
か
つ
て
、
支
那
派
遣
軍
総
司
令
部
嘱
託
、
汪
兆
銘
政
権
江
蘇
省
経
済
顧
問
に
招
聘
さ
れ
た
太
田
宇
之
助
を
通
じ
て
、
日
中
戦

争
に
ど
の
よ
う
に
中
国
専
門
記
者
が
動
員
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
）
11
（

。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
待
遇
を
受
け
た
の
は

太
田
一
人
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
太
田
と
同
時
・
同
格
で
支
那
派
遣
軍
総
司
令
部
に
招
聘
さ
れ
た
吉
岡
文
六
（
本
稿
で
分
析
）
や
、
幾

度
か
対
華
和
平
工
作
の
工
作
員
と
し
て
中
国
に
派
遣
さ
れ
、
汪
政
権
を
準
備
す
る
梅
機
関
に
も
呼
ば
れ
た
神
尾
茂
（
大
阪
朝
日
新
聞
）
な

ど
で
あ
る
。
他
に
も
、
国
策
機
関
に
招
聘
さ
れ
た
り
、
近
衛
文
麿
の
ブ
レ
ー
ン
団
体
で
あ
る
昭
和
研
究
会
に
参
加
し
た
り
し
た
中
国
専

門
記
者
は
、
尾
崎
秀ほ
つ

実み

（
東
朝
）
を
代
表
と
し
て
数
多
く
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
日
中
戦
争
前
後
の
日
中
関
係
に
お
い
て
、
中
国
専

門
記
者
は
特
別
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
こ
こ
に
日
中
戦
争
期
の
中
国
専
門
記
者
を
研
究
す
る
意
義
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

な
お
、
吉
岡
の
特
徴
と
し
て
、
署
名
記
事
が
一
九
三
〇
年
代
以
降
（
特
に
三
五
〜
四
二
年
に
集
中
）
の
も
の
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
い

う
点
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
九
二
三
年
に
東
日
に
入
社
し
て
い
た
吉
岡
で
あ
っ
て
も
、
二
〇
年
代
に
ど
の
よ
う
な
中
国
分
析
を
し
て

い
た
の
か
、
そ
し
て
、
三
〇
年
代
に
ど
の
よ
う
に
転
換
し
た
の
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
限
界
が
あ
る
。
ま
た
、
編

集
局
長
就
任
（
四
二
年
一
二
月
）
以
降
、
激
務
の
た
め
か
極
端
に
論
文
が
減
る
。
掲
載
誌
は
偏
る
こ
と
な
く
満
遍
な
く
書
い
て
い
る
が
、

当
初
は
『
支
那
』『
国
際
知
識
』『
外
交
時
報
』『
大
亜
細
亜
主
義
』
な
ど
の
専
門
誌
が
中
心
で
あ
る
。『
中
央
公
論
』『
文
藝
春
秋
』
な
ど

総
合
雑
誌
へ
の
寄
稿
が
増
え
る
の
は
、
一
九
三
七
年
以
降
で
あ
る
。

一
九
六



103

日
中
戦
争
期
に
お
け
る
吉
岡
文
六
（
東
京
日
日
新
聞
）
の
中
国
認
識
　
　
島
田

東洋学報　第106巻２号　日中戦争期における吉岡文六（東京日日新聞）の～　抜念校

　
　
　
　
　

一　

対
中
強
硬
論
者
と
し
て
の
吉
岡
文
六　
　

一
九
三
四
〜
三
六
年

　

吉
岡
文
六
の
中
国
体
験
は
、
一
九
二
〇
〜
二
二
年
の
東
亜
同
文
書
院
（
一
九
期
生
）
に
始
ま
る
。
二
三
年
東
京
日
日
新
聞
に
入
社
後
、

北
京
通
信
部
勤
務
（
一
九
二
三
年
）、
南
京
通
信
部
主
任
（
一
九
二
八
年
）、
上
海
支
局
長
（
一
九
三
二
年
）
な
ど
中
国
駐
在
通
信
員
を
歴
任

し
、
三
四
年
に
帰
任
し
た
。
吉
岡
の
署
名
論
文
が
登
場
す
る
の
は
、
東
日
東
亜
課
長
と
し
て
帰
朝
し
た
一
九
三
四
年
一
一
月
以
降
で
あ

る
。
入
社
後
の
十
年
に
わ
た
る
中
国
駐
在
時
代
に
お
け
る
吉
岡
の
署
名
論
文
や
日
記
・
書
簡
な
ど
の
私
文
書
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き

な
い
。
東
亜
同
文
書
院
時
代
、
そ
し
て
中
国
駐
在
記
者
時
代
、
吉
岡
が
ど
の
よ
う
な
中
国
体
験
を
有
し
て
い
た
の
か
、
解
明
で
き
な
い

部
分
が
多
い
。
た
だ
し
、
吉
岡
が
南
京
・
上
海
に
滞
在
し
た
一
九
二
八
年
か
ら
三
四
年
は
、
南
京
国
民
政
府
が
全
国
統
一
を
進
め
て
い

き
、
蔣
介
石
が
権
限
を
掌
握
す
る
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
南
京
に
お
い
て
蔣
介
石
を
間
近
に
観
察
し
得
た
こ
と
が
、

蔣
介
石
研
究
家
と
し
て
の
吉
岡
の
原
点
と
な
っ
た
。

　

一
九
三
一
年
九
月
に
勃
発
し
た
満
洲
事
変
は
、
満
洲
国
の
成
立
（
三
二
年
三
月
）、
日
本
の
国
際
聯
盟
脱
退
（
三
三
年
三
月
）
を
経
て
、

塘
沽
停
戦
協
定
（
三
三
年
五
月
）
を
以
て
、
一
応
の
終
結
を
見
た
。
し
か
し
、
日
中
間
の
紛
争
は
以
後
も
続
い
た
。
一
九
三
五
年
以
降
、

日
本
陸
軍
は
華
北
分
離
工
作
を
推
進
し
、
華
北
地
域
に
勢
力
を
伸
ば
し
、
国
民
政
府
の
全
国
統
一
を
妨
害
し
よ
う
と
し
た
。
逆
に
同
時

期
、
外
務
省
は
広
田
弘
毅
外
相
の
も
と
和
協
外
交
を
推
進
し
、
対
立
す
る
日
中
関
係
の
調
整
を
試
み
た
。
ま
た
、
蔣
介
石
率
い
る
南
京

国
民
政
府
は
満
洲
事
変
後
、
中
央
集
権
化
、
近
代
化
政
策
を
推
進
し
、
全
国
を
把
握
出
来
る
実
力
を
つ
け
つ
つ
あ
っ
た
。

　

当
時
の
日
本
国
内
の
中
国
認
識
の
様
相
を
、
尾
崎
秀
実
（
東
朝
）
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。

一
九
七
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支
那
に
対
す
る
見
方
に
は
現
在
世
界
に
二
つ
の
対
立
し
た
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
支
那
を
相
も
変
ら
ぬ
「
東
洋
社
会
」
と
見

て
紛
乱
と
無
秩
序
に
支
配
せ
ら
れ
て
い
て
、
土
匪
と
軍
閥
と
、
貪ど
ん
ら
ん婪
と
、
迷
信
の
支
配
す
る
封
建
社
会
だ
と
見
る
見
方
で
あ
り
、

他
の
一
つ
は
、
支
那
が
資
本
主
義
的
発
展
の
道
を
ま
つ
し
ぐ
ら
に
進
み
つ
ゝ
あ
り
、
国
民
党
の
手
の
下
に
「
統
一
」
と
「
建
設
」

と
が
着
々
遂
行
さ
れ
て
居
り
、
支
那
が
や
が
て
国
力
充
実
せ
る
近
代
国
家
と
し
て
立
ち
現
は
れ
来
る
で
あ
ら
う
と
の
期
待
を
持
つ

も
の
で
あ
る
）
12
（

。

　

尾
崎
の
挙
げ
た
二
種
の
中
国
認
識
は
、
①
中
国
非
国
家
論
、
②
中
国
近
代
国
家
論
（「
中
国
再
認
識
論
」）
と
言
い
換
え
出
来
よ
う
。「
中

国
非
国
家
論
」
は
日
本
国
内
（
日
本
陸
軍
、
政
財
界
、
論
壇
一
般
、
民
衆
な
ど
）
に
広
く
流
布
し
て
い
た
考
え
方
で
あ
り
、
あ
え
て
代
表
的

論
者
を
挙
げ
る
と
す
る
と
、
矢
野
仁
一
（
京
都
帝
国
大
学
教
授
）
が
い
た
）
13
（

。
満
洲
事
変
を
引
き
起
こ
し
た
時
点
の
石
原
莞
爾
（
関
東
軍
参
謀
）

も
非
国
家
論
に
基
づ
く
中
国
政
治
理
解
を
有
し
て
い
た
）
14
（

。
対
し
て
、
代
表
的
な
「
中
国
近
代
国
家
論
」
者
に
は
矢
内
原
忠
雄
（
東
京
帝
国

大
学
教
授
）
15
（

）
や
太
田
宇
之
助
な
ど
が
い
た
。

　

一
九
三
四
、
五
年
ま
で
の
吉
岡
は
、「
中
国
非
国
家
論
」（
統
一
不
可
能
論
）
に
基
づ
い
た
中
国
分
析
を
行
っ
て
お
り
、「
近
代
国
家
の

概
念
か
ら
程
遠
い
と
こ
ろ
の
状
態
に
あ
る
と
こ
ろ
の
支
那
」
と
見
な
し
て
い
た
）
16
（

。
同
稿
中
の
吉
岡
の
言
に
よ
る
と
一
九
三
五
年
時
点
で

「
十
数
年
来
の
持
論
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
一
九
三
四
年
以
前
の
吉
岡
の
中
国
論
が
確
認
で
き
な
い
た

め
、
詳
し
い
変
遷
を
追
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
吉
岡
は
一
九
三
六
年
秋
以
降
、
徐
々
に
「
中
国
近
代
化
論
」
の
立
場
を
取
る

が
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
。

　
「
中
国
非
国
家
論
」
に
立
っ
て
い
た
一
九
三
六
年
夏
以
前
の
吉
岡
は
、
日
中
関
係
論
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
中
国
へ
の
不
信
感
、
侮

一
九
八
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蔑
意
識
を
も
と
に
、
日
中
関
係
の
改
善
を
疑
問
視
し
、
陸
軍
の
中
国
侵
略
を
是
認
し
て
い
た
。

　

吉
岡
は
国
民
政
府
の
対
日
外
交
を
二
重
外
交
と
批
判
し
、
特
に
米
英
ソ
を
利
用
し
た
対
日
牽
制
（
＝
「
以
夷
制
夷
」）
を
問
題
視
し
た
）
17
（

。

ま
た
、
中
国
の
対
日
譲
歩
を
「
偽
装
親
日
」
と
み
な
し
、
中
国
外
交
を
不
誠
実
な
も
の
と
し
て
警
戒
を
説
い
た
）
18
（

。

　

そ
も
そ
も
、
吉
岡
は
外
交
ル
ー
ト
に
あ
ま
り
期
待
を
寄
せ
て
い
な
い
。
吉
岡
に
と
っ
て
、
広
田
弘
毅
外
相
の
和
協
外
交
は
批
判
の
対

象
で
あ
り
、
広
田
外
相
が
そ
の
目
玉
政
策
と
し
て
実
施
し
た
駐
華
公
使
館
昇
格
に
関
し
て
も
、「
大
使
の
交
換
に
よ
つ
て
、
支
那
の
親
日

傾
向
を
助
長
せ
ん
と
す
る
考
へ
方
は
愚
劣
だ
と
思
ふ
て
ゐ
る
）
19
（

」
と
反
対
し
て
い
る
。

　

外
務
省
が
絶
え
ず
志
向
し
続
け
た
「
外
交
一
元
化
」
に
関
し
て
も
、
必
ず
し
も
支
持
せ
ず
、「
支
那
の
特
殊
の
状
況
、
南
京
政
府
の
特

殊
な
性
質
や
、
支
那
の
国
民
性
を
打
算
に
入
れ
る
と
、
日
本
の
対
支
政
策
が
単
一
且
つ
固
定
で
あ
る
よ
り
も
、
却
つ
て
デ
ュ
ア
リ
テ
ィ

が
あ
つ
た
方
が
い
ゝ
の
で
あ
る
。〔
中
略
〕
軍
部
が
対
支
問
題
に
介
入
す
る
の
は
是
非
善
悪
は
別
と
し
て
、〔
中
国
を
〕
も
つ
と
も
よ
く
知

つ
た
も
の
が
勢
力
を
占
め
る
と
い
ふ
自
然
の
勢
ひ
で
、
現
在
の
実
情
で
は
、
こ
れ
を
い
け
な
い
と
い
ふ
の
は
空
疎
な
原
則
論
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
る
）
20
（

」
と
述
べ
る
な
ど
、
陸
軍
が
中
国
政
策
に
介
入
し
、
結
果
と
し
て
「
デ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
す
な
わ
ち
二
重
外
交
が
生
じ
る
こ

と
に
対
し
て
理
解
を
示
し
た
。
ま
た
、
華
北
分
離
工
作
に
関
し
て
も
、
中
国
側
の
排
日
運
動
に
対
抗
し
、「
日
満
支
の
恒
久
的
平
和
」
の

た
め
の
活
動
で
あ
り
、
実
力
行
使
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
）
21
（

と
弁
護
し
て
い
る
。
吉
岡
は
外
務
省
に
対
し
て
徹
底
的
な
批
判
を
加
え
た
の

に
対
し
、
陸
軍
の
直
接
行
動
に
対
し
批
判
は
加
え
ず
、
む
し
ろ
時
に
こ
れ
に
対
し
支
持
を
与
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
吉
岡
と
対
照
的
な
中
国
認
識
を
示
し
た
の
が
太
田
宇
之
助
（
東
朝
）
で
あ
っ
た
。
太
田
が
唱
え
た
、
中
国
統
一
援
助
論
と

は
、
満
洲
国
独
立
と
い
う
状
況
が
か
え
っ
て
中
国
本
土
の
統
一
を
促
進
し
た
と
観
察
し
、
現
南
京
政
府
の
統
一
工
作
に
対
す
る
積
極
的

一
九
九
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援
助
、
経
済
提
携
を
通
じ
て
、
満
洲
事
変
後
に
悪
化
し
た
日
中
関
係
改
善
を
図
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
）
22
（

。
太
田
と
吉
岡

は
、
一
九
三
〇
年
代
当
時
、
朝
日
・
毎
日
の
二
大
紙
を
代
表
す
る
中
国
専
門
記
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
国
分
析
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。

塘
沽
停
戦
協
定
か
ら
日
中
全
面
戦
争
ま
で
の
時
期
（
一
九
三
三
〜
三
七
年
）
は
、
日
中
間
の
紛
争
や
事
件
が
絶
え
な
か
っ
た
一
方
、
度
々

「
日
中
経
済
提
携
論
」
が
提
起
さ
れ
た
。
太
田
宇
之
助
は
、
こ
の
間
、
日
中
提
携
を
論
じ
続
け
た
代
表
的
人
物
で
あ
る
が
、
他
方
、
吉
岡

は
日
中
提
携
論
に
対
し
一
貫
し
て
冷
笑
的
態
度
で
迎
え
た
）
23
（

。
吉
岡
は
日
中
提
携
論
に
対
し
て
は
絶
え
ず
苦
言
を
呈
し
て
い
た
。
吉
岡
の

中
国
論
は
時
期
に
よ
っ
て
変
化
が
あ
る
が
、
日
中
提
携
論
へ
の
懐
疑
的
視
点
は
一
貫
し
て
い
る
）
24
（

。
太
田
と
吉
岡
の
違
い
を
あ
え
て
一
言

で
言
う
な
ら
ば
、
太
田
は
理
想
主
義
で
あ
り
、
吉
岡
は
現
実
主
義
で
あ
っ
た
。
こ
の
吉
岡
と
太
田
は
、
一
九
四
〇
年
七
月
に
支
那
派
遣

軍
総
司
令
部
嘱
託
と
し
て
、
同
時
・
同
格
に
招
聘
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

当
該
時
期
の
吉
岡
の
中
国
分
析
は
、
同
業
者
た
る
太
田
・
尾
崎
で
は
な
く
、
陸
軍
「
支
那
通
」
と
通
底
す
る
部
分
が
多
い
。
戸
部
良

一
に
よ
る
と
、
一
九
三
〇
年
代
の
「
支
那
通
」
軍
人
た
ち
は
、
排
日
を
利
用
し
て
権
力
を
拡
大
す
る
蔣
介
石
に
強
い
不
信
感
を
持
ち
、

蔣
介
石
の
対
日
接
近
を
「
欺
瞞
外
交
」
と
批
判
し
、
大
使
館
昇
格
を
は
じ
め
と
し
た
対
中
宥
和
政
策
・
日
中
提
携
論
を
排
撃
し
た
）
25
（

。
こ

れ
ら
は
、
先
に
分
析
し
た
吉
岡
の
中
国
論
と
一
致
す
る
。
こ
れ
は
、
吉
岡
と
陸
軍
軍
人
と
の
関
係
が
深
く
、
吉
岡
が
軍
人
た
ち
の
見
解

に
賛
同
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
大
阪
毎
日
新
聞
の
城
戸
又
一
（
外
国
通
信
部
部
員
）
の
回
想
）
26
（

に
よ
る
と
、
南
京
駐
在
時
代
の

吉
岡
が
非
常
に
親
軍
的
で
、
陸
軍
の
代
弁
の
よ
う
な
電
報
を
送
っ
て
き
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
大
阪
毎
日
新
聞
の
高

田
元
三
郎
（
編
集
総
長
）
の
証
言
）
27
（

を
読
む
と
、
吉
岡
が
陸
軍
と
非
常
に
近
か
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

吉
岡
の
「
中
国
非
国
家
論
」
的
な
中
国
分
析
は
、
吉
岡
初
の
論
文
集
『
蔣
介
石
と
現
代
支
那
』（
東
白
堂
書
房
、
一
九
三
六
年
六
月
）
所

二
〇
〇
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収
論
文
に
如
実
に
表
れ
て
お
り
、
蔣
介
石
の
「
独
裁
力
」
を
認
め
つ
つ
も
、
こ
れ
に
対
す
る
揶
揄
や
愚
弄
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
蔣
介
石
を
侮
る
姿
勢
は
、
同
書
の
刊
行
と
同
月
に
起
き
た
両
広
事
変
を
契
機
と
し
て
劇
的
に
転
換
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　

二　

両
広
事
変
を
契
機
と
し
た
蔣
介
石
観
の
好
転　
　

一
九
三
六
年
九
月

　
「
中
国
非
国
家
論
」
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
吉
岡
文
六
は
、
一
九
三
六
年
六
月
の
両
広
事
変
（
広
東
・
広
西
省
に
割
拠
し
た
反
蔣
勢
力
の

蜂
起
事
件
）
を
契
機
と
し
て
、
同
年
秋
以
降
、
浙
江
財
閥
の
財
力
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
背
景
と
し
た
国
民
政
府
の
国
家
統
一
、
中
央
集

権
事
業
の
蓋
然
性
を
認
め
る
よ
う
に
転
換
し
た
）
28
（

。
危
機
の
た
び
に
、
そ
の
危
機
を
奇
貨
と
し
て
、
強
固
な
独
裁
体
制
を
築
い
て
い
く
、

蔣
介
石
の
統
治
能
力
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
支
配
基
盤
の
強
さ
を
素
直
に
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
）
29
（

。

　

満
洲
事
変
後
も
、
広
州
を
拠
点
に
西
南
政
務
委
員
会
を
組
織
し
南
京
国
民
政
府
か
ら
半
独
立
体
制
を
築
い
て
い
た
胡
漢
民
ら
、
国
民

党
内
反
蔣
介
石
勢
力
（
西
南
政
権
）
は
、
多
く
の
識
者
に
と
っ
て
、
蔣
介
石
の
中
国
統
一
の
最
大
の
障
害
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
両
広
事

変
に
よ
る
西
南
政
権
解
体
と
同
地
の
中
央
化
は
、
難
事
と
思
わ
れ
て
い
た
蔣
介
石
の
統
一
事
業
に
対
す
る
吉
岡
の
認
識
を
改
め
る
契
機

と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
両
広
事
変
と
同
じ
く
、
吉
岡
の
中
国
認
識
の
転
換
に
影
響
し
た
の
は
、
三
六
年
七
〜
八
月
に
、
彼
自
身
が
二
年
ぶ
り
に
南
京

を
訪
問
し
、
国
民
政
府
の
統
制
力
強
化
を
実
見
し
た
こ
と
で
あ
る
）
30
（

。
そ
の
時
の
吉
岡
の
感
想
が
左
記
で
あ
る
。

私
は
二
年
ぶ
り
に
南
京
に
行
つ
て
蔣
政
権
を
見
た
わ
け
で
あ
る
が
、
蔣
政
権
は
二
年
前
に
比
し
て
非
常
に
躍
進
し
て
居
る
。　　

私

は
国
民
政
府
が
出
来
て
以
来
ず
つ
と
あ
す
こ
に
居
た
か
ら
分
か
る
の
で
あ
る
が　
　

蔣
介
石
の
統
制
力
は
非
常
に
強
く
な
つ
て
来

二
〇
一
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て
、
諸
般
の
政
治
機
関
其
の
他
色
々
な
点
に
於
て
二
年
前
と
比
較
に
も
な
ら
な
い
位
に
整
頓
さ
れ
て
来
て
居
る
や
う
に
考
へ
ら
れ

る
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
早
や
現
在
の
支
那
は
蔣
介
石
政
権
を
中
心
に
し
て
統
一
過
程
に
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
議
論
の
余
地
が
な

い
ん
ぢ
や
な
い
か
と
思
ふ
一
人
で
あ
る
）
31
（

。

　

吉
岡
は
、
一
九
三
六
年
九
月
に
認し
た
ため
た
論
文
の
中
で
、
浙
江
財
閥
を
背
景
と
し
た
財
力
、
幣
制
改
革
に
よ
る
金
融
支
配
権
、
直
属
中

央
軍
の
装
備
近
代
化
に
よ
る
軍
事
力
増
強
、
そ
れ
ら
を
源
泉
と
し
た
圧
倒
的
な
政
治
支
配
力
を
も
と
に
し
て
、
蔣
政
権
は
中
国
で
は
じ

め
て
統
一
政
権
の
実
質
を
得
た
と
述
べ
て
い
る
。
特
に
、
中
国
全
土
に
浙
江
財
閥
の
勢
力
が
及
ん
で
お
り
、
そ
の
政
権
基
盤
の
強
固
さ

を
認
め
た
。
吉
岡
は
、
浙
江
財
閥
の
勢
力
が
華
北
一
帯
に
浸
潤
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
華
北
分
離
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
率
直
に

指
摘
し
て
い
る
）
32
（

。
吉
岡
は
、
そ
れ
ま
で
も
蔣
介
石
の
統
一
力
強
化
を
指
摘
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
留
保
付
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

吉
岡
の
分
析
は
転
換
し
た
。
吉
岡
自
身
、
自
ら
の
過
去
数
年
の
中
国
分
析
を
以
下
の
通
り
自
己
反
省
し
て
い
る
。

過
去
の
幾
年
か
、
日
本
が
常
に
蔣
政
権
の
強
化
に
懐
疑
を
も
ち
支
那
統
一
の
資
格
を
疑
つ
た
の
は
、
ど
こ
に
あ
る
か
、
と
い
へ
ば
、

日
本
は
余
り
に
過
去
の
北
京
政
権
を
繞
る
支
那
軍
閥
の
抗
争
や
、
政
権
争
奪
史
を
支
那
本
来
の
姿
と
し
て
決
定
し
過
ぎ
て
居
な
か

つ
た
の
か
、
そ
し
て
、
南
京
政
権
の
内
部
に
発
生
し
て
居
た
、
統
一
政
権
と
し
て
生
長
す
る
為
め
の
新
た
な
諸
条
件
を
見
逃
し
て

居
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
）
33
（

。

こ
の
反
省
は
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
日
中
戦
争
の
勃
発
後
も
、
吉
岡
の
中
国
分
析
の
柱
と
な
る
。
た
だ
し
、
後
述
の
通
り
、
日
中

戦
争
初
年
に
戦
況
と
の
矛
盾
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。

二
〇
二
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三　

西
安
事
変
後
の
「
中
国
再
認
識
論
」
と
の
異
同　
　

一
九
三
七
年
前
半

　

吉
岡
に
よ
る
こ
の
傾
向
は
、
西
安
事
変
（
一
九
三
六
年
一
二
月
一
二
日
）
で
蔣
介
石
の
地
位
が
揺
る
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
確
信
に

変
わ
る
）
34
（

。
吉
岡
は
、
西
安
事
変
に
関
し
て
事
件
翌
日
（
同
月
一
三
日
）
35
（

）
と
事
件
六
日
後
（
同
月
一
八
日
）
36
（

）
に
執
筆
・
講
演
し
た
原
稿
を
残
し

て
い
る
。
蔣
介
石
の
生
死
に
関
し
て
は
不
明
と
し
て
い
る
が
、
仮
に
蔣
が
亡
く
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
蔣
が
作
り
上
げ
た
統
治
機
構

は
崩
壊
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
機
能
し
、
国
民
政
府
の
統
一
に
支
障
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
観
察
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
蔣
の
生
死
を

除
く
と
、
尾
崎
秀
実
の
予
測
）
37
（

と
概
ね
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
尾
崎
の
筆
名
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

西
安
事
変
の
予
測
を
的
中
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。

　

折
し
も
「
中
国
再
認
識
論
」
が
華
や
か
だ
っ
た
日
中
戦
争
前
夜
に
、
吉
岡
は
、
再
認
識
論
者
と
同
様
、
中
国
統
一
の
方
向
性
を
高
く

評
価
す
る
論
考
を
続
々
と
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
中
国
再
認
識
論
」
と
は
、
一
九
三
七
年
二
月
に
発
表
さ
れ
た
矢
内
原
忠
雄
「
支
那
問
題
の
所
在
」『
中
央
公
論
』
一
九

三
七
年
二
月
号
を
契
機
と
し
た
、
対
中
政
策
見
直
し
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。
国
民
政
府
が
、
浙
江
財
閥
の
財
力
、
幣
制
改
革
に
よ
る

幣
制
統
一
に
よ
り
、
半
植
民
地
状
態
を
脱
し
、
近
代
国
家
と
し
て
脱
皮
し
た
こ
と
を
認
め
、
中
国
に
対
し
て
「
統
一
援
助
」「
平
等
互

恵
」「
経
済
提
携
」
を
謳
い
、
日
中
間
の
緊
張
緩
和
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
）
38
（

。
こ
う
し
た
「
中
国
再
認
識
論
」
は
、
佐
藤
尚
武
外
相
（
一

九
三
七
年
三
月
就
任
）
の
外
交
の
基
礎
を
な
し
て
い
た
他
、
陸
軍
部
内
に
も
楠
本
実
隆
大
佐
）
39
（

（
参
謀
本
部
附
・
上
海
駐
在
）
や
岡
田
酉
次
）
40
（

（
三

等
主
計
正
）
と
い
っ
た
賛
同
者
が
お
り
、
彼
等
も
日
中
経
済
提
携
の
必
要
性
を
認
め
て
い
た
。
太
田
宇
之
助
も
「
中
国
再
認
識
論
」
者
の

二
〇
三
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範
疇
に
入
る
人
物
で
あ
る
）
41
（

。

　

吉
岡
は
、
矢
内
原
忠
雄
が
論
文
を
発
表
し
、
一
般
的
に
「
中
国
再
認
識
論
」
の
発
端
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
一
九
三
七
年
二
月
よ
り

も
五
ヶ
月
も
前
に
中
国
統
一
化
を
評
価
す
る
文
章
を
書
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
業
の
中
国
専
門
記
者
、
特
に
東
朝
の
太
田
宇
之
助
と

大
西
斎
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
中
国
統
一
の
大
勢
を
是
認
す
る
論
調
を
次
々
に
出
し
て
お
り
）
42
（

、
別
に
吉
岡
が
他
よ
り
突
出
し
て
早
い
わ

け
で
は
な
い
）
43
（

。

　

以
後
、
吉
岡
は
、
一
九
三
六
年
九
月
以
降
、
日
中
全
面
戦
争
勃
発
に
至
る
ま
で
、
蔣
介
石
政
権
の
統
一
事
業
を
確
定
的
路
線
と
し
て

評
価
す
る
論
考
を
書
き
続
け
る
こ
と
に
な
る
）
44
（

。

　

と
こ
ろ
で
、「
中
国
再
認
識
論
」
と
吉
岡
の
相
違
点
で
一
点
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。「
蔣
政
権
の
統
一
化
を
認
め
る
」
と

い
う
点
で
は
、
一
九
三
七
年
二
月
以
降
活
発
化
し
て
い
た
「
中
国
再
認
識
論
」
と
共
通
の
土
壌
に
立
っ
た
も
の
と
い
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
吉
岡
は
、「
再
認
識
論
」
者
が
主
張
し
て
い
た
、
日
中
経
済
提
携
論
・
対
中
国
援
助
論
に
同
調
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
安
易
な
提
携
論
を
戒
め
て
い
る
）
45
（

。
こ
れ
は
、
吉
岡
の
蔣
政
権
分
析
が
変
化
す
る
前
か
ら
一
貫
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

　

吉
岡
は
、
国
民
政
府
の
背
景
に
あ
る
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
日
本
に
対
す
る
旺
盛
な
敵
愾
心
（
抗
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）
で
あ
る

限
り
、
日
中
間
の
国
交
調
整
は
難
し
く
、
将
来
的
な
日
中
武
力
衝
突
は
不
可
避
と
見
て
い
た
）
46
（

。

　

し
か
し
、
吉
岡
は
、
西
安
事
変
に
よ
る
蔣
政
権
の
国
家
統
一
傾
向
や
、
そ
の
前
提
で
あ
る
抗
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
昂
揚
に
は
言
及

し
た
も
の
の
、
批
判
的
発
言
を
残
し
て
は
い
な
い
。
抗
日
を
理
由
に
中
国
、
そ
し
て
蔣
介
石
を
批
判
す
る
こ
と
を
吉
岡
は
控
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
蔣
介
石
を
揶
揄
・
愚
弄
し
、
抗
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
日
中
関
係
の
妨
げ
と
み
な
し
激
し
く
攻
撃
し
て
い
た
頃

二
〇
四
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（
第
一
章
で
論
じ
た
三
四
〜
三
六
年
の
吉
岡
）
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

四　

日
中
戦
争
直
前
の
日
中
関
係
「
静
観
」
論　
　

一
九
三
七
年
五
〜
六
月

　

し
か
し
、
中
国
と
の
安
易
な
提
携
を
戒
め
る
吉
岡
の
所
論
を
仔
細
に
検
討
す
る
と
、
こ
の
「
提
携
論
」
批
判
の
内
実
に
は
そ
の
後
に

大
き
な
転
換
が
見
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
吉
岡
は
、
日
中
戦
争
直
前
の
一
九
三
七
年
五
〜
六
月
に
お
い
て
、
中
国
に
対
す
る
施
策
と

し
て
、
一
切
何
も
せ
ず
、「
今
日
の
悪
い
日
支
関
係
で
満
足
」
し
、「
静
観
」
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
日
中
関
係
は
、
積
極
的
提

携
（
親
善
）
も
、
積
極
的
対
抗
（
圧
力
）
の
ど
ち
ら
も
採
る
こ
と
を
せ
ず
、
現
状
維
持
に
任
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
、
当
該
時
期
に
お

け
る
吉
岡
の
持
論
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
、
華
北
分
離
工
作
を
や
む
を
得
な
い
対
応
と
し
て
支
持
し
て
い
た
吉
岡
と
は
思
え
な
い
提
案
で

あ
る
が
、
吉
岡
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
以
下
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
）
47
（

。

　

第
一
に
、「
国
交
整
調
」「
経
済
提
携
」「
互
恵
平
等
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の
内
容
・
前
提
に
お
い
て
は
日
中
双
方
で
相
当
の
懸
隔
が
あ

る
点
の
指
摘
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
が
満
洲
事
変
以
前
の
状
態
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
不
可
能
な
よ
う
に
、
国
民
政
府
も
満
洲
事
変

後
の
現
状
維
持
は
難
し
い
。
両
者
の
主
張
は
相
容
れ
る
こ
と
な
く
、
何
を
し
て
も
摩
擦
と
対
立
を
生
む
だ
け
で
あ
る
と
見
た
。

　

第
二
に
、
日
本
か
ら
の
硬
軟
ど
ち
ら
の
働
き
か
け
も
、
中
国
の
民
族
主
義
昂
揚
に
利
用
さ
れ
る
点
の
指
摘
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本

の
輿
論
は
現
在
こ
そ
何
と
か
国
交
調
整
す
べ
き
と
い
う
焦
燥
感
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
だ
と
憎
悪
に
転
換
し
悲
劇
を
呼
ぶ
と
し

た
。

　

第
三
に
、
国
交
調
整
を
焦
ら
ず
、
日
中
両
国
が
じ
っ
く
り
自
省
し
、
自
他
の
再
認
識
を
行
う
必
要
を
指
摘
し
た
。
現
在
の
関
係
を
据

二
〇
五
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え
置
き
な
が
ら
、
時
を
待
ち
、
日
本
に
と
っ
て
身
の
丈
に
合
わ
な
い
、
不
必
要
で
不
利
益
な
も
の
は
切
り
捨
て
て
い
く
方
が
賢
明
で
あ

り
、
中
国
に
対
し
て
、
切
り
捨
て
の
代
償
を
求
め
な
い
こ
と
を
肝
要
と
し
た
。

　

管
見
の
限
り
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
、
上
記
の
吉
岡
と
同
様
の
主
張
を
見
た
こ
と
は
な
い
。
吉
岡
は
、
日
本
と
中
国
が
強
硬
に
利

益
を
主
張
す
る
時
の
み
な
ら
ず
、
相
互
の
提
携
を
模
索
す
る
中
に
も
、
摩
擦
の
発
生
を
見
て
い
た
。
そ
こ
で
、
両
国
が
無
為
無
策
で
傍

観
す
る
よ
う
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
「
中
国
再
認
識
論
」
者
も
気
付
く
こ
と
が
な
い
観
点
で
あ
っ
た
。

　

吉
岡
は
、
一
九
三
七
年
九
月
の
論
考
「
必
然
の
日
支
抗
争
」
に
お
い
て
、
同
年
五
〜
六
月
に
自
身
が
展
開
し
た
「
静
観
」
論
に
つ
い

て
、「
目
前
の
悲
劇
を
避
け
る
た
め
に
は
、
日
支
双
方
現
状
維
持
的
対
峙
の
情
態
で
お
互
ひ
に
『
刺
激
を
避
け
る
』
と
い
ふ
こ
と
を
唯
一

の
途
だ
と
考
へ
て
来
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
趣
旨
を
再
確
認
し
た
上
で
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
中
全
面
戦
争
が
起
き
た
こ
と
に
対

し
自
身
が
、
自
ら
の
無
力
を
反
省
し
て
い
る
）
48
（

。
同
稿
に
よ
る
と
、
吉
岡
が
「
静
観
」
論
を
唱
え
て
い
た
の
は
、
積
極
的
提
携
（
親
善
）

も
、
積
極
的
対
抗
（
圧
力
）
も
、
い
ず
れ
も
全
面
戦
争
を
惹
起
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
日
中

全
面
戦
争
の
必
然
性
を
直
感
し
た
上
で
の
、
吉
岡
な
り
の
日
中
関
係
打
開
策
を
出
す
た
め
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

五　

日
中
戦
争
の
長
期
化
に
伴
う
蔣
介
石
政
権
「
抗
戦
力
」
評
価
の
変
遷

　

一
九
三
七
年
七
月
、
盧
溝
橋
事
件
に
端
を
発
し
た
日
中
全
面
戦
争
の
発
生
は
、
中
国
専
門
記
者
に
と
っ
て
も
、
従
前
の
中
国
分
析
を

転
換
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
当
初
、
華
北
に
限
定
さ
れ
て
い
た
戦
争
（
北
支
事
変
）
は
、
八
月
一
三
日
に
上
海
に
飛
び
火
し
、
文
字
通

り
全
面
戦
争
（
支
那
事
変
）
と
な
っ
た
。

二
〇
六
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日
中
戦
争
と
は
す
な
わ
ち
蔣
介
石
政
権
と
の
戦
争
で
あ
り
、
蔣
介
石
研
究
者
で
あ
っ
た
吉
岡
は
、
蔣
政
権
の
対
日
抗
戦
能
力
や
妥
協

あ
る
い
は
徹
底
抗
戦
の
可
能
性
の
分
析
・
判
断
を
求
め
ら
れ
る
立
場
と
な
っ
た
。
日
中
戦
争
中
、
蔣
介
石
政
権
の
「
抗
戦
力
」
に
関
す

る
吉
岡
の
判
断
は
二
転
三
転
す
る
が
、
蔣
介
石
の
統
治
能
力
に
対
す
る
高
評
価
の
一
方
で
、
蔣
政
権
と
の
和
平
を
一
切
求
め
ず
、
そ
の

徹
底
撃
滅
を
訴
え
た
こ
と
は
一
貫
し
て
い
た
。
こ
の
一
見
矛
盾
す
る
姿
勢
は
、
次
章
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
対
日
協
力
政
権
に
対
し
て
、

「
蔣
介
石
の
手
法
に
学
べ
」
と
提
言
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
。

　

吉
岡
は
、
多
く
の
評
論
家
が
唱
え
て
い
た
、
蔣
介
石
が
抗
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
利
用
し
て
国
家
統
一
を
進
め
た
が
た
め
に
戦
争
勃

発
と
な
っ
た
、
と
い
う
戦
争
の
原
因
を
国
民
政
府
に
転
嫁
す
る
「
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
論
理
）
49
（

」
を
前
提
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時

多
く
見
ら
れ
た
言
説
と
異
な
り
、「
暴
支
膺
懲
」（
及
び
、
類
す
る
中
国
へ
の
罵
倒
語
）
を
用
い
ず
、
精
神
論
も
神
が
か
り
的
な
タ
ー
ム
・
ロ

ジ
ッ
ク
も
用
い
て
い
な
い
。

　

吉
岡
が
目
指
し
た
の
は
、
長
年
の
観
察
の
結
果
獲
得
し
た
、「
蔣
介
石
の
行
動
原
理
・
パ
タ
ー
ン
」、
お
よ
び
「
蔣
政
権
の
存
立
基
盤
」

へ
の
理
解
か
ら
、
蔣
政
権
の
動
向
を
予
想
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
中
戦
争
の
展
開
に
対
し
、
吉
岡
の
予
測
は
こ
と
ご
と
く

外
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
九
三
七
年
中
の
吉
岡
の
戦
時
分
析
は
、
戦
前
か
ら
引
き
続
い
た
蔣
政
権
の
独
裁
力
に
対
す
る
「
信
頼
感
」
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
お

り
、
総
じ
て
、
蔣
介
石
の
妥
協
に
期
待
を
寄
せ
、
長
期
戦
に
及
ぶ
展
望
を
持
っ
て
い
な
い
。
吉
岡
は
、
日
中
戦
争
勃
発
後
、
一
九
三
七

年
末
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
早
期
決
着
を
展
望
し
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
蔣
介
石
が
現
実
主
義
者
で
あ
り
、
政
権
保
持
を
図

る
た
め
、
自
己
の
地
位
、
権
力
、
地
盤
（
上
海
・
南
京
な
ど
の
華
中
地
域
）
が
失
わ
れ
る
前
に
屈
服
す
る
と
観
察
し
て
い
た
）
50
（

。
要
す
る
に

二
〇
七
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「
対
支
一
撃
論
」
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
）
51
（

。

　

そ
の
根
拠
と
し
て
、
戦
前
同
様
、
蔣
の
統
治
機
構
は
変
わ
ら
ず
頑
丈
強
固
の
も
の
と
見
て
い
た
。
ま
た
、
蔣
介
石
は
、
自
ら
の
権
力

基
盤
を
失
っ
て
ま
で
、
対
日
戦
争
を
続
け
る
わ
け
が
な
い
、
と
い
う
吉
岡
の
判
断
が
あ
っ
た
。
吉
岡
は
、
蔣
介
石
を
抗
日
よ
り
も
自
己

政
権
の
保
存
を
優
先
す
る
人
物
と
見
て
い
た
。

　

今
日
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
抗
日
戦
に
敗
北
し
て
し
ま
え
ば
政
権
保
持
は
不
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
吉
岡
は
、
蔣
の

独
裁
力
が
保
持
さ
れ
て
い
る
限
り
、
抗
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
蔣
が
操
縦
可
能
な
も
の
と
見
て
お
り
、
蔣
の
一
存
で
戦
争
は
終
わ
る
も

の
と
観
察
し
て
い
た
。
そ
の
蔣
の
独
裁
力
に
関
し
て
は
、「
僕
は
ま
だ
蔣
介
石
の
独
裁
力
が
破
綻
し
て
居
た
と
は
ど
う
し
て
も
考
へ
ら
れ

な
い
。
将
来
は
い
ざ
知
ら
ず
、
西
安
事
変
後
、
今
回
の
事
変
に
至
る
期
間
中
に
お
い
て
蔣
介
石
の
独
裁
力
が
緩
ん
で
居
た
と
は
信
ぜ
ら

れ
な
い
）
52
（

」
と
見
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
吉
岡
は
、
一
九
三
六
年
九
〜
一
二
月
に
か
け
て
形
成
し
た
中
国
認
識
を
か
な
り
濃
厚
に
引
き
摺
っ

て
い
る
。
吉
岡
は
、
こ
の
観
察
に
か
な
り
の
自
信
を
持
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
予
測
は
外
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
蔣
介
石
が
徹
底
抗
戦
の
構
え
を
崩
さ
ず
、
南
京
陥
落
が
決
定
的
と
な
っ
た
時
点
で
、
蔣
介
石
が
判
断
ミ
ス
を
し
、
地

方
政
権
へ
の
転
落
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
）
53
（

。
以
後
、
吉
岡
は
、
蔣
介
石
政
権
の
否
認
を
唱
え
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
三
七

年
一
〇
月
に
刊
行
し
た
『
蔣
政
権
は
ど
う
な
る　
　

支
那
は
赤
化
す
る
か
』
の
巻
末
の
論
文
「
蔣
政
権
を
倒
せ
」
で
は
、
米
英
ソ
と
結

ん
で
、
あ
く
ま
で
抗
日
を
訴
え
る
蔣
政
権
と
の
妥
協
は
不
可
と
し
て
、
徹
底
的
撃
滅
を
訴
え
て
い
る
）
54
（

。
こ
う
し
た
吉
岡
に
と
っ
て
、
一

九
三
八
年
一
月
の
第
一
次
近
衛
声
明
（
国
民
政
府
を
対
手
と
せ
ず
）
は
当
然
視
さ
れ
た
）
55
（

。

　

そ
の
後
、
蔣
が
三
七
年
一
二
月
、
南
京
を
放
棄
し
、
武
漢
・
重
慶
に
退
き
持
久
戦
の
姿
勢
を
固
め
る
と
、
浙
江
財
閥
の
財
力
、
従
来

二
〇
八
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の
税
収
を
失
っ
た
蔣
政
権
は
破
綻
す
る
と
予
測
す
る
）
56
（

が
、
こ
れ
も
外
れ
る
。

　

一
九
三
八
年
二
〜
三
月
に
、
吉
岡
は
上
海
、
南
京
、
香
港
を
視
察
し
て
い
る
。
特
に
、
香
港
で
中
国
共
産
党
の
民
衆
へ
の
浸
透
と
国

共
分
離
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
観
察
し
た
。
こ
の
中
国
視
察
を
契
機
と
し
て
、
吉
岡
は
、
蔣
介
石
政
権
が
崩
壊
な
ど
し
そ
う
に
な
い

こ
と
、
中
国
の
抗
戦
意
識
の
強
さ
を
実
感
し
、
抗
戦
力
の
解
明
に
努
め
る
こ
と
に
な
る
）
57
（

。

　

一
九
三
八
年
五
月
の
徐
州
作
戦
の
前
後
よ
り
、
吉
岡
は
自
ら
の
中
国
認
識
を
更
新
し
た
。
な
ぜ
権
力
・
経
済
基
盤
を
失
っ
た
蔣
介
石

が
抗
戦
を
続
け
得
る
の
か
、
新
た
な
見
解
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
吉
岡
は
、
上
海
・
南
京
の
喪
失
後
の
蔣
介
石
が
、
強
靱
な
官

僚
機
構
を
も
と
に
人
員
、
物
資
を
把
握
し
、
強
制
動
員
を
行
う
こ
と
で
、
短
期
間
に
戦
時
体
制
を
立
て
直
し
た
と
観
察
し
た
）
58
（

。
こ
れ
は
、

上
海
・
南
京
と
い
う
経
済
基
盤
の
喪
失
が
蔣
介
石
の
屈
服
を
招
く
と
い
う
、
一
九
三
八
年
初
頭
ま
で
の
観
察
を
更
新
し
た
も
の
で
あ
り
、

浙
江
財
閥
に
頼
る
体
制
か
ら
、
官
僚
機
構
を
背
景
に
物
資
を
徴
発
す
る
統
制
体
制
に
転
化
し
得
た
こ
と
が
蔣
介
石
の
屈
服
し
な
い
理
由

と
見
た
。
物
流
の
拠
点
で
あ
る
武
漢
の
持
つ
意
味
を
高
く
評
価
し
た
が
、
反
面
、
武
漢
喪
失
後
の
奥
地
で
の
長
期
抗
戦
に
は
懐
疑
的
で

あ
り
、
長
江
、
粤
漢
鉄
路
、
京
漢
鉄
路
の
交
差
す
る
物
資
集
積
地
で
あ
る
武
漢
、
そ
し
て
、
外
国
か
ら
の
物
資
入
手
の
拠
点
で
あ
る
広

東
を
失
え
ば
、
奥
地
に
引
っ
込
ん
だ
蔣
介
石
政
権
は
長
く
な
い
と
観
察
し
た
）
59
（

。「
蔣
介
石
日
記
」
を
駆
使
し
た
最
近
の
研
究
で
は
、
武

漢
・
広
東
陥
落
に
よ
り
、
蔣
政
権
は
動
揺
し
、
一
旦
は
和
平
に
傾
い
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
第
二
次
近
衛
声
明
に
反
発
し
た
米
国

が
日
本
批
判
・
中
国
援
助
の
姿
勢
を
強
め
る
こ
と
で
、
抗
戦
の
立
場
に
戻
っ
た
と
い
う
）
60
（

。

　

た
だ
し
、
吉
岡
は
、
蔣
介
石
が
自
ら
の
手
駒
で
あ
る
中
央
軍
を
温
存
す
れ
ば
、
蔣
介
石
は
奥
地
で
も
し
ば
ら
く
体
制
を
維
持
出
来
る

と
見
た
。
日
本
の
対
策
は
、
立
て
直
し
の
機
会
も
与
え
ぬ
よ
う
、
大
規
模
の
作
戦
で
撃
滅
し
、
戦
争
と
戦
争
の
間
に
間
隔
を
空
け
ぬ
こ

二
〇
九
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と
と
述
べ
て
い
る
）
61
（

。

　

武
漢
・
広
東
占
領
後
の
一
九
三
九
年
は
、
重
慶
を
脱
出
し
た
汪
兆
銘
に
関
す
る
論
考
が
増
え
、
重
慶
政
権
の
抗
戦
力
に
関
す
る
観
察

は
減
る
。
し
か
し
、
吉
岡
の
汪
兆
銘
論
は
、
汪
で
は
な
く
蔣
介
石
に
大
部
分
の
紙
幅
が
割
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
蔣
政
権
の
強
固
な
独

裁
体
制
を
高
く
評
価
し
た
も
の
で
あ
っ
た
）
62
（

。

　

日
中
戦
争
開
始
か
ら
約
一
年
半
の
期
間
、
吉
岡
は
蔣
介
石
政
権
に
対
す
る
捉
え
方
を
幾
度
か
更
新
し
た
。
首
都
、
経
済
基
盤
な
ど
、

数
多
く
の
重
要
拠
点
を
失
お
う
と
屈
服
せ
ず
、
抗
戦
を
続
け
る
蔣
介
石
政
権
を
見
直
す
こ
と
に
繋
が
っ
た
。
そ
れ
は
戦
争
の
将
来
予
測

と
い
う
点
で
は
失
敗
の
連
続
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
経
験
は
蔣
介
石
政
権
に
対
す
る
洞
察
・
信
頼
を
戦
前
期
以
上
に
高
め
る
こ
と
に

な
り
、「
蔣
介
石
の
手
法
」
こ
そ
が
中
国
を
統
一
す
る
唯
一
の
手
段
で
あ
る
、
と
い
う
確
信
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

六　

蔣
介
石
の
手
法
に
学
べ　
　

吉
岡
の
汪
政
権
強
化
論

　

吉
岡
は
、
蔣
介
石
と
の
妥
協
に
は
懐
疑
的
で
あ
り
、
軍
事
的
な
撃
滅
を
一
貫
し
て
主
張
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
蔣
介
石
政
権
に
代
わ

る
、
中
国
中
央
政
府
（
対
日
協
力
政
権
）
の
育
成
を
訴
え
た
。

　

中
華
民
国
臨
時
政
府
（
一
九
三
七
年
一
二
月
、
北
京
に
成
立
）・
同
維
新
政
府
（
一
九
三
八
年
三
月
、
南
京
に
成
立
）
に
関
し
て
は
、
吉
岡
は

排
日
を
基
調
と
し
た
蔣
介
石
政
権
と
異
な
る
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
育
成
を
訴
え
、
臨
時
政
府
・
維
新
政
府
を
統
合
し
て
新
中
央
政

権
を
作
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
そ
の
実
力
に
対
し
疑
問
を
呈
し
た
）
63
（

。
ま
た
、
臨
時
政
府
で
は
中
央
集
権
は
不
可
能
で
、
分
治
合
作
し

か
な
い
、
と
観
察
し
て
い
る
）
64
（

。
の
ち
に
、
支
那
派
遣
軍
総
司
令
部
嘱
託
と
し
て
共
に
招
聘
さ
れ
る
太
田
宇
之
助
は
、
中
央
集
権
を
あ
く

二
一
〇
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ま
で
訴
え
て
お
り
、
こ
こ
で
も
吉
岡
と
太
田
の
見
解
は
背
馳
し
て
い
る
）
65
（

。

　

吉
岡
の
対
日
政
権
論
に
お
い
て
興
味
深
い
の
は
、
西
安
事
変
前
後
に
蔣
介
石
政
権
が
統
一
政
権
と
し
て
存
立
す
る
条
件
と
し
て
提
示

し
た
、
①
強
力
な
経
済
金
融
力
を
有
す
る
こ
と
、
②
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
背
景
と
す
る
こ
と
、
③
独
自
の
軍
事
力
を
有
す
る
こ
と
を
、

対
日
協
力
政
権
存
立
の
条
件
と
し
て
提
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
一
九
三
八
年
）
66
（

と
三
九
年
）
67
（

の
二
回
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
述

べ
て
い
る
が
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
一
九
三
六
年
以
降
の
南
京
国
民
政
府
の
強
固
な
中
央
集
権
を
高
く
評
価
し
、
対
日
協
力
政
権
も
そ

れ
に
倣
う
よ
う
提
言
し
た
内
容
で
あ
る
。
独
自
の
軍
事
力
育
成
の
暁
に
は
、
日
本
軍
の
将
来
的
撤
兵
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
。
対
日
協

力
政
権
は
国
民
政
府
の
指
導
原
理
（
三
民
主
義
）
や
施
政
の
あ
り
方
を
批
判
し
、
国
民
政
府
と
の
差
別
化
を
志
向
し
て
い
た
。
臨
時
政
府

が
新
民
会
、
維
新
政
府
が
大
民
会
と
い
っ
た
、
国
民
党
に
代
わ
る
指
導
組
織
を
結
成
し
、
三
民
主
義
を
排
撃
し
、
蔣
介
石
の
施
政
を
批

判
し
て
い
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
）
68
（

。
こ
の
背
景
に
は
、
陸
軍
が
蔣
介
石
・
三
民
主
義
を
強
く
忌
避
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、

吉
岡
は
、
辛
亥
革
命
以
来
は
じ
め
て
中
国
統
一
を
達
成
し
、
首
都
や
経
済
基
盤
を
失
っ
て
も
強
固
な
抗
戦
力
を
維
持
し
て
い
る
蔣
介
石

の
手
法
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
敵
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
手
法
に
学
ぶ
べ
き
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
三
八
年
一
二
月
、
汪
兆
銘
が
重
慶
を
脱
出
し
和
平
運
動
を
開
始
す
る
と
、
吉
岡
は
、
こ
れ
に
対
す
る
期
待
を
抱
い
た
。
軍
事
力

を
背
景
と
し
な
い
こ
と
か
ら
そ
の
脆
弱
性
を
指
摘
し
つ
つ
）
69
（

、
日
本
軍
の
軍
事
力
を
背
景
に
、
汪
を
中
心
と
し
た
南
京
国
民
政
府
（
汪
兆

銘
政
権
・
一
九
四
〇
年
三
月
三
〇
日
成
立
）
の
育
成
を
通
じ
た
事
変
解
決
を
訴
え
た
。

　

ま
た
、
吉
岡
は
、
汪
兆
銘
が
当
初
標
榜
し
た
「
各
党
各
派
の
連
合
政
府
」
構
想
を
批
判
し
）
70
（

、
あ
く
ま
で
国
民
党
中
心
の
体
制
を
構
想

し
た
。
そ
も
そ
も
汪
が
「
連
合
政
府
」
を
志
向
し
た
の
は
、
臨
時
政
府
、
維
新
政
府
と
の
合
流
の
た
め
で
あ
り
、
蔣
介
石
の
一
党
独
裁

二
一
一
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へ
の
批
判
の
た
め
で
あ
っ
た
。
何
故
、
国
民
党
中
心
体
制
を
吉
岡
が
良
し
と
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
蔣
介
石
の
構
築
し
た
国
民
政
府
の

統
治
シ
ス
テ
ム
（
と
り
わ
け
末
端
ま
で
浸
透
し
た
国
民
党
の
党
組
織
や
反
対
者
を
抑
圧
す
る
特
務
機
関
）
を
高
く
評
価
し
、
こ
れ
以
外
に
中
国
統

一
の
方
法
は
な
い
と
見
た
か
ら
で
あ
る
）
71
（

。
国
民
政
府
の
統
治
シ
ス
テ
ム
と
は
、
す
な
わ
ち
一
党
独
裁
（
以
党
治
国
）
体
制
に
他
な
ら
な

い
。

　

吉
岡
は
汪
政
権
育
成
を
訴
え
た
論
文
の
中
で
以
下
の
通
り
述
べ
て
い
る
。

蔣
介
石
の
国
家
統
治
の
や
り
方
は
、
技
術
の
点
か
ら
言
へ
ば
満
点
で
あ
つ
た
。
あ
れ
だ
け
統
一
の
困
難
な
支
那
を
十
三
年
の
短
時

日
を
も
つ
て
強
固
な
統
一
体
に
作
り
上
げ
た
政
治
技
術
は
何
と
い
つ
て
も
買
は
れ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
僕
は
い
ろ
い
ろ
に
考
へ
て

見
て
、
こ
の
蔣
介
石
の
や
り
方
以
外
に
支
那
統
治
の
や
り
方
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
）
72
（

。

こ
れ
は
一
九
四
〇
年
初
頭
の
発
言
で
あ
る
。
如
何
に
蔣
介
石
の
独
裁
手
法
を
評
価
し
て
い
た
の
か
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
以
後
、
吉
岡
は

「
蔣
介
石
の
手
法
に
学
べ
」
と
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
。
汪
国
民
党
を
政
権
統
合
の
中
軸
と
す
る
よ
う
主
張
し
た
の
で
あ
る
）
73
（

。

　

汪
兆
銘
政
権
は
、
中
国
国
民
党
の
党
統
を
受
け
継
い
だ
純
正
国
民
政
府
を
自
認
し
て
い
た
た
め
、
国
民
党
組
織
を
基
礎
と
し
、
三
民

主
義
を
国
是
と
し
て
掲
げ
て
い
た
。
三
九
年
八
月
の
「
六
全
大
会
」（
汪
派
だ
け
で
構
成
）
で
成
立
し
た
、
汪
兆
銘
を
首
班
と
し
た
こ
の

国
民
党
は
汪
国
民
党
と
呼
ば
れ
る
）
74
（

。

　

日
本
の
中
央
は
三
民
主
義
、
国
民
党
に
否
定
的
で
あ
っ
た
が
、
南
京
に
あ
っ
た
在
華
日
本
陸
軍
の
最
高
単
位
（
総
軍
）
で
あ
る
支
那

派
遣
軍
で
は
三
民
主
義
、
国
民
党
を
利
用
し
た
汪
兆
銘
政
権
強
化
策
を
考
え
て
い
た
。
吉
岡
は
、
太
田
宇
之
助
、
中
山
優
）
75
（

（
満
洲
国
建
国

大
学
教
授
）
と
三
名
に
て
一
九
四
〇
年
七
月
に
支
那
派
遣
軍
総
司
令
部
嘱
託
（
将
官
待
遇
）
と
し
て
招
聘
さ
れ
る
が
、
吉
岡
ら
の
国
民
党

二
一
二
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中
心
論
が
採
用
さ
れ
て
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
太
田
も
当
該
時
期
国
民
党
助
成
に
よ
る
汪
政
権
強
化
策
を
掲
げ
て
い
た
）
76
（

。
太
田
と
吉

岡
は
朝
日
・
毎
日
の
二
大
紙
を
代
表
し
て
招
聘
さ
れ
た
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
一
九
四
〇
年
八
月
、
三
名
の
嘱
託
は
辻
政
信
中
佐
と
共
同
で
、
汪
国
民
党
の
育
成
を
謳
っ
た
「
思
想
戦
指
導
要
綱
）
77
（

」
を
作

成
す
る
に
至
る
が
、「
太
田
宇
之
助
日
記
」
に
よ
る
と
、「
辻
中
佐
と
三
人
に
て
要
綱
の
検
討
を
な
し
、
吉
岡
君
の
起
案
に
成
る
国
民
党

助
成
の
原
則
を
一
致
認
め
て
軍
方
針
を
一
転
せ
し
め
る
こ
と
と
な
り
、
愉
快
を
覚
ゆ
）
78
（

」
と
の
こ
と
で
あ
り
、
吉
岡
の
起
案
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
国
民
党
助
成
は
従
来
の
軍
方
針
を
一
転
さ
せ
る
成
果
だ
っ
た
。

　

太
田
の
回
想
に
よ
る
と
、「
た
だ
対
戦
争
態
度
と
申
し
ま
す
か
、〝
思
想
戦
の
方
略
〞
と
申
し
ま
す
か
、
二
人
の
意
見
は
大
体
一
致
し

て
い
ま
し
た
。
尤
も
根
本
的
な
考
え
方
は
必
ら
ず
し
も
一
致
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
時
の
行
き
詰
ま
っ
た
〝
軍
〞
の
打
開
の
道

に
つ
い
て
同
意
見
だ
っ
た
わ
け
で
す
）
79
（

」
と
の
こ
と
だ
が
、
少
な
く
と
も
汪
政
権
に
対
す
る
施
策
に
関
し
て
は
、
太
田
と
吉
岡
の
距
離
は

縮
ま
っ
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

　

太
田
と
吉
岡
は
、
汪
政
権
強
化
の
た
め
に
、
国
民
党
中
心
の
体
制
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
見
解
で
は
一
致
を
見
せ
て
い

た
。
そ
の
一
致
し
た
構
想
に
基
づ
い
て
「
思
想
戦
指
導
要
綱
」
は
成
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
汪
政
権
強
化
の
目
的
が
異
な
っ
て
い

た
。
太
田
に
と
っ
て
、
汪
政
権
強
化
は
全
面
和
平
の
前
提
で
あ
っ
た
。
汪
政
権
を
、
国
民
党
を
基
軸
と
し
た
独
立
自
主
政
権
と
す
る
こ

と
で
、
重
慶
政
権
と
日
本
の
争
点
を
喪
失
さ
せ
蔣
汪
両
政
権
を
合
流
さ
せ
、
日
中
全
面
和
平
の
呼
び
水
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
）
80
（

。
対
し

て
、
吉
岡
は
あ
く
ま
で
蔣
介
石
の
屈
服
を
唱
え
て
お
り
、
汪
政
権
を
、
蔣
政
権
に
取
っ
て
代
わ
る
中
央
政
権
と
す
る
こ
と
が
終
局
の
目

標
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
吉
岡
の
汪
政
権
強
化
策
に
は
、「
強
化
」
は
志
向
さ
れ
て
も
「
独
立
自
主
」
は
主
張
さ
れ
て
い
な
い
。
吉

二
一
三
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岡
に
と
っ
て
、
汪
兆
銘
政
権
強
化
策
は
、
全
面
和
平
と
無
関
係
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
二
人
の
意
見
は
大
体
一
致
し
て
い
ま
し
た
。
尤

も
根
本
的
な
考
え
方
は
必
ら
ず
し
も
一
致
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
い
う
太
田
の
述
懐
は
、
以
上
の
両
者
の
相
違
を
示
し
て
い
る
。

一
致
点
は
国
民
党
助
成
、
汪
政
権
強
化
の
方
針
の
み
で
あ
っ
た
。

　

吉
岡
に
と
っ
て
、
国
民
党
中
心
論
は
、
蔣
介
石
を
倒
す
に
は
、
蔣
介
石
の
手
法
し
か
な
い
、
と
い
う
現
実
的
判
断
ゆ
え
で
あ
る
。
日

本
の
勝
利
の
た
め
に
は
、
敵
の
や
り
方
を
模
倣
す
る
こ
と
も
辞
さ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
現
実
主
義
が
吉
岡
の
特
質
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
吉
岡
に
と
っ
て
、
蔣
介
石
は
あ
く
ま
で
撃
滅
す
べ
き
対
象
で
あ
り
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
後
は
、
重
慶
へ
の
派
兵
と
、
蔣
介
石
の
国

民
党
組
織
の
根
絶
を
主
張
し
て
い
る
。
和
平
な
ど
少
し
も
考
え
て
い
な
い
）
81
（

。
日
中
戦
争
期
、
陸
軍
は
持
久
戦
の
な
か
で
常
に
和
平
の
可

能
性
を
模
索
し
、
桐
工
作
な
ど
の
対
重
慶
直
接
工
作
も
実
施
し
て
い
た
）
82
（

。
陸
軍
は
、
蔣
介
石
と
の
和
平
工
作
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
和
平
工
作
を
無
用
と
し
、
蔣
介
石
政
権
撃
滅
・
重
慶
攻
略
を
求
め
た
吉
岡
の
考
え
は
異
色
で
あ
る
。
何

故
、
吉
岡
が
対
重
慶
和
平
工
作
に
こ
こ
ま
で
強
硬
に
反
対
し
た
の
か
、
確
証
は
残
っ
て
い
な
い
。
多
く
の
日
本
側
の
和
平
工
作
が
条
件

と
し
て
い
た
の
は
、
蔣
介
石
の
下
野
で
あ
る
。
下
野
は
、
他
日
の
蔣
の
復
活
の
余
地
を
残
す
も
の
で
あ
り
、
抗
日
政
権
の
首
脳
に
何
時

で
も
返
り
咲
き
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
蔣
の
実
力
と
脅
威
を
誰
よ
り
も
認
め
て
い
た
吉
岡
に
と
っ
て
は
看
過
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
に
、
吉
岡
は
和
平
論
に
反
対
し
蔣
政
権
撃
滅
に
こ
だ
わ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
四
三
年
に
始
ま
る
対
華
新
政
策
理
解
に
も
、
こ
う
し
た
吉
岡
の
現
実
主
義
的
中
国
論
が
影
響
し
て
い
る
。
対
華
新
政
策
と
は
、

重
光
葵ま
も
る（

駐
華
大
使
・
の
ち
外
相
）
や
太
田
宇
之
助
（
当
時
、
江
蘇
省
経
済
顧
問
）
ら
が
主
導
・
関
与
し
た
対
華
政
策
の
転
換
の
こ
と
で
あ

る
）
83
（

。
対
華
新
政
策
は
、
汪
政
権
の
政
治
力
強
化
、
対
重
慶
全
面
和
平
と
い
う
目
的
と
と
も
に
、
汪
政
権
の
自
発
的
戦
争
協
力
体
制
を
構

二
一
四
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築
し
、
中
国
に
お
け
る
物
資
獲
得
の
一
層
の
効
率
化
を
図
る
と
い
う
も
う
一
つ
の
目
的
が
あ
っ
た
）
84
（

。
対
華
新
政
策
は
、
汪
兆
銘
政
権
の

自
立
化
促
進
を
名
目
と
し
な
が
ら
も
、
本
音
は
対
日
供
給
物
資
の
確
保
だ
っ
た
と
い
う
評
価
も
根
強
い
）
85
（

。
こ
の
対
華
新
政
策
に
対
し
、

吉
岡
は
、
重
光
・
太
田
ら
が
重
視
し
た
汪
兆
銘
政
権
の
自
主
性
よ
り
も
、
日
本
の
継
戦
体
制
の
構
築
（
汪
政
権
の
兵
站
基
地
化
）
を
肯
定

し
た
）
86
（

。
戦
争
が
日
中
間
の
み
で
戦
わ
れ
た
当
時
で
あ
れ
ば
汪
政
権
の
「
独
立
自
主
」
も
考
慮
に
入
っ
た
が
、
蔣
政
権
の
み
な
ら
ず
、
米

英
を
は
じ
め
と
し
た
連
合
国
に
敵
が
拡
大
し
た
現
在
で
は
考
慮
の
余
地
も
な
い
と
も
述
べ
て
い
る
）
87
（

。
吉
岡
に
と
っ
て
、
汪
政
権
強
化
は

日
本
勝
利
の
方
便
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
理
想
主
義
者
太
田
と
現
実
主
義
者
吉
岡
の
見
解
の
背
馳
が
看
取
で
き
る
。

　
　
　
　
　

お　

わ　

り　

に

　

中
国
専
門
家
と
し
て
の
吉
岡
は
現
実
主
義
者
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
蔣
介
石
を
中
心
に
中
国
の
あ
り
方
、
日
中
関
係

の
今
後
を
考
え
続
け
た
人
物
で
あ
り
、
終
始
蔣
介
石
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
。

　

一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
吉
岡
の
中
国
分
析
は
大
き
く
変
遷
し
て
い
る
が
、
概
略
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

一
九
三
四
年
か
ら
一
九
三
六
年
八
月
の
時
期
に
は
、
国
民
政
府
の
対
外
政
策
（
と
り
わ
け
対
日
政
策
）
を
「
以
夷
制
夷
」「
二
枚
舌
外

交
」
と
見
做
し
、
信
義
に
欠
け
た
も
の
と
し
て
、
時
に
日
本
軍
の
実
力
行
使
を
歓
迎
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
論
説
は
吉
岡
の
評
論
集

『
蔣
介
石
と
現
代
支
那
』
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
確
認
出
来
る
限
り
で
、
吉
岡
が
最
も
強
硬
論
を
持
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
一
九
三
六
年
九
月
以
降
、
吉
岡
は
国
民
政
府
の
中
国
統
一
の
方
向
性
・
実
現
性
を
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
非

常
に
大
き
な
転
換
で
あ
り
、
日
中
戦
争
後
勃
発
に
お
い
て
も
、
こ
の
認
識
は
吉
岡
に
残
存
し
た
。
こ
の
方
向
性
は
、
西
安
事
変
に
よ
っ

二
一
五



122

東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
六
巻
　

第
二
号

東洋学報　第106巻２号　日中戦争期における吉岡文六（東京日日新聞）の～　抜念校

て
確
信
に
変
わ
る
。
吉
岡
は
西
安
事
変
の
翌
日
の
段
階
で
、
も
し
蔣
が
亡
く
な
っ
て
も
国
民
政
府
は
崩
壊
し
な
い
と
ま
で
分
析
を
深
め

て
い
る
。
吉
岡
に
お
け
る
、
国
民
政
府
の
近
代
化
・
統
一
化
に
対
す
る
評
価
は
一
九
三
七
年
前
半
に
は
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
て
お
り
、

頻
り
に
論
文
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
吉
岡
の
認
識
は
、
中
国
統
一
へ
の
確
固
た
る
評
価
と
い
う
観
点
で
は
「
中
国
再
認
識
論
」
と
同
一

の
地
平
に
立
っ
て
い
た
が
、
吉
岡
が
中
国
に
対
す
る
援
助
や
提
携
を
主
張
す
る
こ
と
は
一
切
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
日
中
戦
争
直
前
の
一
九
三
七
年
五
〜
七
月
に
日
中
関
係
「
静
観
」
論
を
唱
え
、
日
中
間
の
関
係
を
現
状
維
持
に
留

め
、
圧
力
ま
た
は
提
携
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
生
じ
得
る
、
両
国
間
の
摩
擦
を
抑
え
よ
う
と
提
言
し
た
。
こ
れ
は
特
異
な
主
張
で
あ
っ
た

が
、
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、
霧
消
し
た
。

　

日
中
戦
争
勃
発
後
も
、
吉
岡
が
前
提
に
し
た
の
は
、
蔣
政
権
の
統
治
力
・
統
一
化
に
対
す
る
高
評
価
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
も

と
に
し
た
吉
岡
の
分
析
は
こ
と
ご
と
く
外
れ
る
こ
と
に
な
る
。
吉
岡
は
、
対
日
協
力
政
権
の
育
成
を
通
じ
て
、
事
変
解
決
の
望
み
を
持
っ

た
が
、
対
日
協
力
政
権
が
統
一
政
権
と
し
て
存
立
す
る
基
準
と
し
て
、
や
は
り
蔣
政
権
統
一
化
の
条
件
を
提
示
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

一
九
三
六
年
九
月
に
形
成
し
た
、
蔣
政
権
統
一
を
受
け
て
吉
岡
が
被
っ
た
衝
撃
が
如
何
に
強
か
っ
た
の
か
、
を
如
実
に
表
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
。

　

吉
岡
は
あ
く
ま
で
重
慶
政
権
の
撃
滅
を
唱
え
て
お
り
、
対
重
慶
直
接
和
平
工
作
も
否
定
し
て
い
た
。
そ
の
汪
政
権
育
成
策
は
太
田
と

異
な
り
全
面
和
平
論
に
接
続
し
て
い
な
い
。
蔣
政
権
に
倣
う
と
い
う
発
想
も
、
蔣
の
手
法
が
中
国
統
一
の
手
法
と
し
て
優
れ
て
い
る
か

ら
と
い
う
現
実
的
判
断
に
過
ぎ
な
い
。
蔣
政
権
の
手
法
で
、
国
民
党
組
織
・
三
民
主
義
を
基
軸
と
し
て
汪
政
権
を
育
成
し
、
蔣
政
権
を

滅
ぼ
す
。
こ
れ
が
吉
岡
の
汪
政
権
育
成
策
で
あ
っ
た
）
88
（

。

二
一
六
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以
上
を
踏
ま
え
て
、
吉
岡
の
中
国
論
の
特
質
を
指
摘
し
た
い
。

　

第
一
に
、
現
実
主
義
に
基
づ
く
蔣
介
石
に
対
す
る
高
い
評
価
で
あ
る
。
中
国
専
門
家
の
多
く
に
見
ら
れ
た
中
国
へ
の
侮
蔑
は
、
一
九

三
六
年
秋
以
降
の
吉
岡
か
ら
姿
を
消
し
、
中
国
を
蔑
み
の
対
象
と
す
る
と
い
う
よ
り
、
日
本
に
対
抗
し
得
る
経
済
力
、
軍
事
力
を
備
え

つ
つ
あ
る
現
実
的
な
脅
威
と
し
て
見
る
に
至
っ
た
。
現
実
主
義
的
に
蔣
介
石
の
統
治
機
構
を
分
析
し
、
予
想
が
外
れ
る
と
、
新
事
態
を

踏
ま
え
て
新
し
い
認
識
を
導
い
て
い
っ
た
。
重
慶
政
権
の
戦
時
体
制
に
つ
い
て
も
深
い
洞
察
を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
中
戦
争
に

突
入
し
て
以
後
で
す
ら
、
蔣
介
石
の
業
績
を
公
正
に
評
価
で
き
る
度
量
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。

　

第
二
に
、
中
国
（
蔣
介
石
）
と
の
一
貫
し
た
対
決
姿
勢
で
あ
る
。
蔣
介
石
政
権
と
の
妥
協
や
提
携
は
一
貫
し
て
否
定
し
た
。
日
中
戦
争

前
は
、
蔣
介
石
の
国
家
統
一
の
趨
勢
を
認
め
な
が
ら
、
日
中
経
済
提
携
を
否
定
し
中
国
を
現
実
的
脅
威
と
し
て
警
戒
し
た
。
そ
し
て
、

戦
争
中
は
蔣
政
権
の
撃
滅
を
唱
え
間
髪
入
れ
な
い
軍
事
作
戦
を
主
張
し
た
。
汪
政
権
強
化
も
結
局
は
蔣
政
権
に
代
わ
る
新
政
権
樹
立
の

た
め
で
あ
っ
た
。

　

蔣
介
石
を
あ
く
ま
で
敵
と
し
、
そ
の
撃
滅
を
訴
え
な
が
ら
、
そ
の
業
績
を
公
平
に
認
め
、
そ
の
独
裁
手
法
の
模
倣
を
訴
え
る
、
と
い

う
一
見
矛
盾
し
た
姿
が
吉
岡
の
蔣
介
石
観
で
あ
り
、
中
国
観
で
も
あ
っ
た
。
強
硬
や
融
和
と
い
っ
た
既
存
の
枠
組
み
で
捉
え
る
の
は
難

し
く
、
極
度
の
現
実
主
義
者
で
あ
っ
た
、
と
い
う
点
の
み
指
摘
し
得
る
。
そ
し
て
、
蔣
介
石
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
半
生
で
も
あ
り
、
戦

前
期
日
本
に
お
け
る
稀
代
の
蔣
介
石
専
門
家
で
あ
っ
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
。
そ
の
吉
岡
が
戦
後
の
国
共
内
戦
、
中
華
人
民
共
和
国
、

遷
台
後
の
中
華
民
国
を
ど
う
見
た
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
点
は
興
味
深
い
も
の
の
、
彼
は
戦
後
直
後
病
を
得
、
一
九
四
六
年
三
月
に
亡
く

な
っ
て
い
る
。

二
一
七
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註（1
）　

吉
岡
の
経
歴
は
、
社
史
編
纂
委
員
会
編
『
毎
日
新
聞
七
十
年
』

毎
日
新
聞
社
、
一
九
五
二
年
、
渋
谷
敦
『
無
冠
の
帝
王　
　

あ
る
新

聞
人
の
生
涯
』
清
風
書
房
、
一
九
六
八
年
、
な
ど
を
参
照
。

（
2
）　

竹
槍
事
件
に
つ
い
て
は
、
前
坂
俊
之
『
太
平
洋
戦
争
と
新
聞
』

講
談
社
、
二
〇
〇
七
年
、
四
〇
三
〜
四
一
〇
頁
参
照
。

（
3
）　

鹿
錫
俊
『
蔣
介
石
の
「
国
際
的
解
決
」
戦
略
：
一
九
三
七
―
一

九
四
一　
　
「
蔣
介
石
日
記
」
か
ら
見
る
日
中
戦
争
の
深
層
』
東
方
書

店
、
二
〇
一
六
年
、
一
頁
。

（
4
）　

家
近
亮
子
『
蔣
介
石
の
外
交
戦
略
と
日
中
戦
争
』
岩
波
書
店
、

二
〇
一
二
年
、
六
四
頁
。

（
5
）　

前
掲
、
渋
谷
『
無
冠
の
帝
王
』。

（
6
）　

具
体
的
に
は
、
西
村
成
雄
「
日
中
戦
争
前
夜
の
中
国
分
析　
　

「
再
認
識
論
」
と
「
統
一
化
論
争
」」（
岸
本
美
緒
編
『
岩
波
講
座
「
帝

国
」
日
本
の
学
知　

第
三
巻　

東
洋
学
の
磁
場
』
岩
波
書
店
、
二
〇

〇
六
年
）、
戸
部
良
一
「
日
本
人
の
日
中
戦
争
観　
　

一
九
三
七
―
一

九
四
一
」（
黄
自
進
・
劉
建
輝
・
戸
部
良
一
編
『〈
日
中
戦
争
〉
と
は

何
だ
っ
た
の
か　
　

複
眼
的
視
点
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
七

年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
7
）　

山
室
信
一
『
ア
ジ
ア
び
と
の
風
姿　
　

環
地
方
学
の
試
み
』
人

文
書
院
、
二
〇
一
七
年
。

（
8
）　

同
右
、
二
六
一
〜
二
六
八
頁
。

（
9
）　

日
本
人
の
蔣
介
石
観
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
松
重
充
浩

「「
北
伐
」
期
に
お
け
る
『
満
洲
日
日
新
聞
』
紙
上
の
蔣
介
石
認
識
に

関
す
る
覚
書
」、
戸
部
良
一
「
日
本
軍
人
の
蔣
介
石
観
」（
と
も
に
、

山
田
辰
雄
・
松
重
充
浩
編
著
『
蔣
介
石
研
究　
　

政
治
・
戦
争
・
日

本
』
東
方
書
店
、
二
〇
一
三
年
所
収
）
が
あ
る
。

（
10
）　

筆
者
は
、
別
稿
で
太
田
宇
之
助
の
日
中
戦
争
前
後
の
中
国
認
識
、

お
よ
び
、
太
田
が
支
那
派
遣
軍
嘱
託
を
受
任
す
る
に
至
っ
た
過
程
と

そ
の
目
的
を
分
析
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
吉
岡
と
の
比
較
も
行
っ

て
い
る
（
島
田
大
輔
「
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
中
国
専
門
記
者
の
認

識
と
活
動　
　

太
田
宇
之
助
を
中
心
に
」
片
山
慶
隆
編
著
『
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
と
日
本
の
対
外
危
機　
　

満
洲
事
変
か
ら
敗
戦
に
至
る

政
治
・
社
会
・
メ
デ
ィ
ア
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
一
年
）。
た

だ
し
、
同
稿
は
太
田
を
主
、
吉
岡
を
従
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
吉
岡

の
中
国
論
を
網
羅
的
に
分
析
し
た
研
究
で
は
な
い
。
結
論
と
し
て
の

太
田
と
吉
岡
の
相
違
点
は
同
稿
と
同
一
で
あ
る
が
、
本
稿
は
、
吉
岡

の
認
識
の
揺
れ
動
き
や
根
本
的
な
思
考
形
式
に
よ
り
迫
っ
た
も
の
を

目
指
し
て
い
る
。

（
11
）　

前
掲
、
島
田
「
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
中
国
専
門
記
者
の
認
識

と
活
動
」。
島
田
大
輔
「
対
華
新
政
策
と
太
田
宇
之
助　
　

江
蘇
省
経

済
顧
問
時
代
の
米
糧
・
田
賦
政
策
を
中
心
に
」『
孫
文
研
究
』
第
七
二

二
一
八
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号
、
二
〇
二
三
年
七
月
。

（
12
）　

尾
崎
秀
実
「
西
安
事
件
以
後
の
新
情
勢
」『
社
会
及
国
家
』
一
九

三
七
年
二
月
号
、
一
六
頁
。

（
13
）　

久
保
亨
「
同
時
代
日
本
の
中
華
民
国
認
識　
　

矢
野
仁
一
の
中

国
認
識
を
中
心
に
」
同
ほ
か
編
著
『
中
華
民
国
の
憲
政
と
独
裁　
　

一
九
一
二
―
一
九
四
九
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
。

（
14
）　

石
原
莞
爾
「
満
蒙
問
題
私
見
」（
一
九
三
一
年
五
月
）
角
田
順
編

『
石
原
莞
爾
資
料　
　

国
防
論
策
篇
』
原
書
房
、
一
九
六
七
年
。

（
15
）　

小
林
文
男
「
戦
前
日
本
知
識
人
の
中
国
認
識　
　

日
中
戦
争
を

め
ぐ
る
矢
内
原
忠
雄
の
対
応
を
中
心
に
」
阿
部
洋
編
『
日
中
関
係
と

文
化
摩
擦
』
巖
南
堂
書
店
、
一
九
八
二
年
。

（
16
）　

吉
岡
文
六
「
東
亜
の
安
定
勢
力
と
支
那
」『
大
亜
細
亜
主
義
』
一

九
三
五
年
三
月
号
。

（
17
）　

吉
岡
文
六
「
対
英
売
媚
的
転
向
の
蔣
介
石
」『
国
際
戦
を
呼
ぶ
爆

弾
支
那
』
東
京
日
日
新
聞
社
、
一
九
三
五
年
一
二
月
、
同
「
以
夷
制

夷
と
蔣
介
石
」『
外
交
時
報
』
第
七
五
八
号
（
一
九
三
六
年
七
月
）
な

ど
。

（
18
）　

当
該
時
期
に
陸
軍
を
中
心
に
唱
え
ら
れ
た
「
偽
装
親
日
」
論
に

つ
い
て
は
、
金
子
貴
純
「
塘
沽
停
戦
協
定
成
立
以
降
に
お
け
る
陸
軍

の
「
偽
装
親
日
論
」
と
外
務
省
の
対
中
政
策
」『
外
交
史
料
館
報
』
第

三
三
号
、
二
〇
二
〇
年
を
参
照
。

（
19
）　

吉
岡
文
六
「
駐
支
公
使
館
昇
格
問
題
」『
外
交
時
報
』
第
七
一
九

号
（
一
九
三
四
年
一
一
月
）。

（
20
）　

吉
岡
文
六
「
対
支
方
針
の
決
定
に
就
い
て
」『
外
交
時
報
』
第
七

四
二
号
（
一
九
三
五
年
一
一
月
）。

（
21
）　

吉
岡
文
六
「
北
支
問
題
の
一
観
察
」『
国
際
知
識
』
一
九
三
五
年

七
月
号
。

（
22
）　

島
田
大
輔
「
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
太
田
宇
之
助
の
中
国
統

一
援
助
論
」『
東
ア
ジ
ア
近
代
史
』
第
二
四
号
、
二
〇
二
〇
年
六
月
。

（
23
）　

吉
岡
文
六
「
蔣
介
石
の
対
日
転
向
批
判
」『
世
界
知
識
』
一
九
三

五
年
三
月
号
、
同
「
日
支
関
係
論
」『
東
洋
』
一
九
三
七
年
六
月
号
な

ど
。

（
24
）　

徐
道
鄰
が
一
九
三
四
年
末
に
『
外
交
評
論
』（
南
京
）
誌
上
に
発

表
し
た
「
敵
乎
？　

友
乎
？　
　

中
日
関
係
的
検
討
」
は
、
蔣
介
石

が
口
述
し
た
文
章
が
徐
の
筆
名
で
発
表
さ
れ
た
こ
と
が
戦
後
明
ら
か

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
蔣
の
指
示
で
書
か
れ
た
こ
と
は

一
九
三
〇
年
代
時
点
の
日
本
国
内
で
推
察
さ
れ
て
お
り
大
き
な
反
響

を
生
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
（
前
掲
、
家
近
『
蔣
介
石
の
外
交
戦
略
と

日
中
戦
争
』
六
八
〜
七
三
頁
）。
こ
の
「
敵
乎
？　

友
乎
？
」
に
関
し

て
、
吉
岡
は
一
切
の
感
想
・
反
応
を
残
し
て
い
な
い
。

（
25
）　

前
掲
、
戸
部
「
日
本
軍
人
の
蔣
介
石
観
」、
九
八
〜
一
〇
七
頁
。

（
26
）　

内
川
芳
美
・
春
原
昭
彦
「
城
戸
又
一　
　

大
戦
前
、
激
動
の
欧

二
一
九
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州
を
伝
え
る
」『
別
冊
新
聞
研
究　

聴
き
と
り
で
つ
づ
る
新
聞
史
』
第

二
四
号
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
、
五
八
〜
五
九
頁
。

（
27
）　

内
川
芳
美
・
春
原
昭
彦
「
高
田
元
三
郎　
　

困
難
な
時
代
の
筆

政
を
指
揮
」
同
右
書
、
第
八
号
、
一
九
七
九
年
三
月
、
三
七
頁
。

（
28
）　

吉
岡
文
六
「
蔣
介
石
政
権
の
強
化
」『
国
際
知
識
』
一
九
三
六
年

九
月
号
、
同
「
蔣
介
石
政
権
の
再
検
討
」『
支
那
』
一
九
三
六
年
九
月

号
な
ど
。

（
29
）　

そ
れ
が
最
初
に
現
れ
た
の
が
、
前
掲
、
吉
岡
「
蔣
介
石
政
権
の

再
検
討
」
及
び
、
前
掲
、
吉
岡
「
蔣
介
石
政
権
の
強
化
」（
ど
ち
ら
も

一
九
三
六
年
九
月
）
で
あ
る
。

（
30
）　

前
掲
、
吉
岡
「
蔣
介
石
政
権
の
再
検
討
」。

（
31
）　

同
右
、
二
六
頁
。

（
32
）　

前
掲
、
吉
岡
「
蔣
介
石
政
権
の
強
化
」。

（
33
）　

同
右
、
三
九
頁
。

（
34
）　

吉
岡
文
六
「
西
安
事
件
と
蔣
政
権
」『
外
交
時
報
』
第
七
七
一
号

（
一
九
三
七
年
一
月
）。
同
「
蔣
政
権
の
確
立
と
浙
江
財
閥
」『
支
那
』

一
九
三
七
年
三
月
号
な
ど
。

（
35
）　

吉
岡
文
六
「
蔣
介
石
政
権
の
回
顧
と
西
安
事
件
」（
一
九
三
六
年

一
二
月
一
三
日
脱
稿
）『
支
那
』
一
九
三
七
年
一
月
号
。

（
36
）　

吉
岡
文
六
「
西
安
事
変
と
支
那
の
将
来
に
就
て
」（
一
九
三
六
年

一
二
月
一
八
日
講
演
）『
東
亜
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
第
二
号
、
東
亜
会
、

一
九
三
六
年
。

（
37
）　

尾
崎
秀
実
「
張
学
良
ク
ー
デ
タ
ー
の
意
義
」（
一
九
三
六
年
一
二

月
一
三
日
脱
稿
）『
中
央
公
論
』
一
九
三
七
年
一
月
号
。

（
38
）　

前
掲
、
西
村
「
日
中
戦
争
前
夜
の
中
国
分
析
」
参
照
。

（
39
）　
「
楠
本
大
佐
の
対
支
政
策
意
見
」『
現
代
史
資
料
』
第
八
巻
、
み

す
ず
書
房
、
一
九
六
四
年
。

（
40
）　

岡
田
酉
次
「
支
那
統
一
傾
向
と
対
支
再
認
識
」（
同
『
日
中
戦
争

裏
方
記
』
東
洋
経
済
新
報
、
一
九
七
四
年
）。

（
41
）　

筆
者
は
太
田
の
主
張
の
先
駆
性
・
一
貫
性
か
ら
、「
中
国
再
認
識

論
」
者
（
に
わ
か
に
再
認
識
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
）
で

は
な
く
、「
中
国
統
一
援
助
論
」
者
と
呼
称
し
て
い
る
（
前
掲
、
島
田

「
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
太
田
宇
之
助
の
中
国
統
一
援
助
論
」
参

照
）。

（
42
）　

太
田
宇
之
助
「
支
那
統
一
の
大
業
成
ら
ん
と
す
」『
日
本
評
論
』

一
九
三
六
年
九
月
号
、
大
西
斎
「
日
支
国
交
の
今
明
日　
　

成
都
北

海
両
事
件
を
繞
り
て
」『
中
央
公
論
』
一
九
三
六
年
一
〇
月
号
な
ど
。

（
43
）　
「
中
国
再
認
識
論
」
に
お
い
て
、
中
国
専
門
記
者
が
一
九
三
六
年

九
月
頃
に
論
文
を
相
次
い
で
出
し
、
他
の
中
国
専
門
家
、
評
論
家
に

先
行
し
て
い
た
こ
と
は
、
前
掲
、
西
村
「
日
中
戦
争
前
夜
の
中
国
分

析
」、
三
〇
三
頁
に
記
述
が
あ
る
。

（
44
）　

前
掲
、
吉
岡
「
西
安
事
件
と
蔣
政
権
」。
同
「
蔣
政
権
の
確
立
と

二
二
〇
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浙
江
財
閥
」。
吉
岡
文
六
「
西
安
事
件
と
今
後
の
蔣
介
石
」『
財
政
』

第
二
巻
第
三
号
（
一
九
三
七
年
二
月
）。
同
「
統
一
過
程
に
在
る
蔣
介

石
政
権
と
其
の
対
日
政
策
」『
汎
交
通
』
一
九
三
七
年
五
月
号
。
同

「
建
設
過
程
よ
り
観
た
る
支
那
を
語
る
」『
講
演
』
第
三
六
一
号
（
一

九
三
七
年
五
月
）。

（
45
）　

吉
岡
文
六
「
日
支
関
係
論
」『
東
洋
』
一
九
三
七
年
六
月
号
。

（
46
）　

前
掲
、
吉
岡
「
西
安
事
件
と
蔣
政
権
」。
同
「
蔣
政
権
の
確
立
と

浙
江
財
閥
」。

（
47
）　

前
掲
、
吉
岡
「
日
支
関
係
論
」。
同
「
統
一
過
程
に
在
る
蔣
介
石

政
権
と
其
の
対
日
政
策
」。

（
48
）　

吉
岡
文
六
「
必
然
の
日
支
抗
争
」『
東
洋
』
一
九
三
七
年
九
月

号
。

（
49
）　

前
掲
、
戸
部
「
日
本
人
の
日
中
戦
争
観
」、
一
八
二
頁
。

（
50
）　

吉
岡
文
六
「
国
民
政
府
は
崩
壊
す
る
か
」『
文
藝
春
秋
』
臨
時
増

刊
二
（
一
九
三
七
年
九
月
）。
同
「
蔣
介
石
は
戦
へ
る
か
」『
中
央
公

論
』
一
九
三
七
年
九
月
号
。
同
「
蔣
政
権
の
本
体
と
戦
争
の
影
響
」

（
松
本
忠
雄
編
『
次
に
支
那
を
支
配
す
る
も
の
』
高
山
書
院
、
一
九
三

七
年
一
一
月
）
な
ど
。

（
51
）　
「
対
支
一
撃
論
」
に
つ
い
て
は
、
戸
部
良
一
『
日
本
陸
軍
と
中
国

　
　
「
支
那
通
」
に
み
る
夢
と
蹉
跌
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
六
年
、
二

三
七
〜
二
三
八
頁
が
詳
し
い
。

（
52
）　

吉
岡
文
六
「
蔣
介
石
政
権
は
ど
う
な
る
」『
支
那
』
一
九
三
七
年

一
一
月
号
。

（
53
）　

吉
岡
文
六
「
聡
明
を
欠
い
た
蔣
介
石
」『
外
交
時
報
』
第
七
九
四

号
（
一
九
三
八
年
一
月
）。

（
54
）　

吉
岡
文
六
「
蔣
政
権
を
倒
せ
」（
同
『
蔣
政
権
は
ど
う
な
る　
　

支
那
は
赤
化
す
る
か
』
第
二
国
民
会
出
版
部
、
一
九
三
七
年
）。

（
55
）　

吉
岡
文
六
「
唯
だ
新
政
権
助
長
に
驀
進
せ
よ
」『
支
那
』
一
九
三

八
年
二
月
号
。

（
56
）　

吉
岡
文
六
「
蔣
介
石
は
今
後
ど
う
な
る
か
」『
講
演
』
第
三
八
六

号
（
一
九
三
八
年
一
月
）。

（
57
）　

吉
岡
文
六
「
蔣
政
権
は
何
時
ま
で
続
く
か
」『
講
演
』
第
三
九
八

号
（
一
九
三
八
年
五
月
）。

（
58
）　

吉
岡
文
六
「
徐
州
戦
後
の
蔣
政
権
」『
外
交
時
報
』
第
八
〇
五
号

（
一
九
三
八
年
六
月
）。

（
59
）　

吉
岡
文
六
「
漢
口
戦
の
見
透
し
」『
時
局
月
報
』
一
九
三
八
年
七

月
号
。

（
60
）　

前
掲
、
鹿
『
蔣
介
石
の
「
国
際
的
解
決
」
戦
略
』、
四
三
〜
四
九

頁
。

（
61
）　

吉
岡
文
六
「
支
那
の
抗
戦
力
打
診
」『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
六
―

一
三
（
一
九
三
八
年
五
月
）、
同
「
漢
口
陥
落
後
の
日
本
は
ど
う
出
る

か
」『
東
日
時
局
情
報
』
一
九
三
八
年
九
月
号
、
同
「
抗
日
新
体
制
と

二
二
一
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広
東
攻
略
」『
改
造
』
一
九
三
八
年
一
一
月
号
な
ど
。

（
62
）　

吉
岡
文
六
「
汪
兆
銘
政
権
論
」『
講
演
通
信
』
第
四
四
五
号
、
一

九
三
九
年
一
一
月
。

（
63
）　

前
掲
、
吉
岡
「
唯
だ
新
政
権
の
助
長
に
驀
進
せ
よ
」。

（
64
）　

吉
岡
文
六
「
新
支
那
聯
邦
論
」『
改
造
』
一
九
三
八
年
一
〇
月

号
。

（
65
）　

太
田
宇
之
助
「
支
那
再
組
の
方
向
」『
日
本
評
論
』
一
九
三
八
年

一
〇
月
号
。

（
66
）　

前
掲
、
吉
岡
「
新
支
那
聯
邦
論
」。

（
67
）　

吉
岡
文
六
「
東
亜
の
新
秩
序
と
支
那
の
政
治
組
織
」『
経
済
情
報

《
政
経
篇
》』
一
九
三
九
年
六
月
号
。

（
68
）　

臨
時
政
府
と
新
民
会
に
つ
い
て
は
、
劉
傑
「「
新
政
権
中
心
論
」

へ
の
転
換
」（
同
『
日
中
戦
争
下
の
外
交
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五

年
）、
維
新
政
府
と
大
民
会
に
つ
い
て
は
、
堀
井
弘
一
郎
「
華
中
占
領

地
に
お
け
る
大
民
会
工
作
の
展
開
」『
日
本
植
民
地
史
研
究
』
第
九

号
、
一
九
九
七
年
二
月
が
詳
し
い
。

（
69
）　

吉
岡
文
六
「
汪
兆
銘
の
脱
出
と
其
の
行
衛
」『
創
造
』
一
九
三
九

年
二
月
号
。
同
「
汪
兆
銘
論
」『
中
央
公
論
』
一
九
三
九
年
二
月
号
。

（
70
）　

吉
岡
文
六
「
新
中
央
政
権
の
一
性
格
」『
経
済
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九

三
九
年
一
一
月
号
。

（
71
）　

た
と
え
ば
、
吉
岡
文
六
「
汪
政
権
の
基
礎
を
衝
く
」『
外
交
時

報
』
第
八
四
五
号
（
一
九
四
〇
年
二
月
）、
同
「
新
政
府
と
国
民
党
の

関
係
」『
外
交
時
報
』
第
八
五
二
号
（
一
九
四
〇
年
六
月
）。

（
72
）　

前
掲
、
吉
岡
「
汪
政
権
の
基
礎
を
衝
く
」、
七
三
〜
七
四
頁
。

（
73
）　

前
掲
、
吉
岡
「
汪
兆
銘
政
権
論
」。
同
「
汪
政
権
の
基
礎
を
衝

く
」。
吉
岡
文
六
「
蔣
介
石
論
」『
支
那
』
一
九
四
〇
年
一
月
号
。
同

「
東
亜
新
秩
序
と
汪
政
権
の
性
格
」『
実
業
之
日
本
』
一
九
四
〇
年
二

月
一
日
号
。

（
74
）　

汪
国
民
党
に
関
し
て
は
堀
井
弘
一
郎
の
研
究
が
詳
し
い
。
堀
井

に
よ
る
と
、
日
本
側
は
、
旧
来
の
経
緯
（
抗
日
と
三
民
主
義
の
関
係
）

か
ら
三
民
主
義
を
目
の
敵
に
し
て
お
り
、
汪
政
権
が
三
民
主
義
を
指

導
方
針
に
す
る
こ
と
に
消
極
的
で
あ
っ
た
（
堀
井
弘
一
郎
『
汪
兆
銘

政
権
と
新
国
民
運
動　
　

動
員
さ
れ
る
民
衆
』
創
土
社
、
二
〇
一
一

年
、
第
三
章
「
汪
兆
銘
国
民
党
の
成
立
と
展
開
」、
八
二
頁
）。

（
75
）　

太
田
の
戦
後
の
回
想
に
よ
る
と
、
中
山
は
石
原
莞
爾
の
信
奉
者

で
あ
り
、
石
原
の
主
導
す
る
「
東
亜
聯
盟
」
運
動
の
普
及
の
た
め
に

嘱
託
に
招
聘
さ
れ
た
と
あ
る
（「
渋
谷
敦
宛
太
田
宇
之
助
書
翰
」
前

掲
、
渋
谷
『
無
冠
の
帝
王
』、
一
二
八
〜
一
二
九
頁
）。
中
山
の
略
歴

に
関
し
て
は
、
川
島
真
「
中
山
優
」（
中
村
義
ほ
か
編
『
近
代
日
中
関

係
史
人
名
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
76
）　

前
掲
、
島
田
「
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
中
国
専
門
記
者
の
認
識

と
活
動
」、
二
二
三
頁
。

二
二
二



129

日
中
戦
争
期
に
お
け
る
吉
岡
文
六
（
東
京
日
日
新
聞
）
の
中
国
認
識
　
　
島
田
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（
77
）　
「
太
田
宇
之
助
日
記
」（『
横
浜
開
港
資
料
館
紀
要
』
第
二
〇
〜
二

八
号
、
二
〇
〇
二
〜
一
〇
年
）、「
今
井
武
夫
日
記
」（
国
立
国
会
図
書

館
憲
政
資
料
室
寄
託
・
近
日
み
す
ず
書
房
よ
り
刊
行
予
定
）
な
ど
に

よ
り
、「
思
想
戦
指
導
要
綱
」
の
実
在
は
確
認
出
来
る
が
、
原
本
は
現

存
し
て
い
な
い
。
本
要
綱
の
成
立
過
程
に
関
し
て
は
、
別
稿
（
前
掲
、

島
田
「
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
中
国
専
門
記
者
の
認
識
と
活
動
」、
二

二
八
〜
二
三
一
頁
）
で
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

（
78
）　

前
掲
、「
太
田
宇
之
助
日
記
」
一
九
四
〇
年
八
月
一
六
日
条
。

（
79
）　

前
掲
、「
渋
谷
敦
宛
太
田
宇
之
助
書
翰
」。

（
80
）　

前
掲
、
島
田
「
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
中
国
専
門
記
者
の
認
識

と
活
動
」、
二
二
五
〜
二
二
六
頁
。

（
81
）　

吉
岡
文
六
「
大
東
亜
戦
争
と
重
慶
政
権
」『
講
演
』
第
五
五
四
号

（
一
九
四
二
年
九
月
）。

（
82
）　

戸
部
良
一
「
桐
工
作
を
め
ぐ
っ
て
」『
政
治
経
済
史
学
』
第
五
〇

〇
号
（
二
〇
〇
八
年
四
月
）。

（
83
）　

対
華
新
政
策
に
関
し
て
は
、
波
多
野
澄
雄
『
太
平
洋
戦
争
と
ア

ジ
ア
外
交
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
、
第
四
章
「『
対
支
新

政
策
』
の
展
開
」、
前
掲
、
島
田
「
対
華
新
政
策
と
太
田
宇
之
助
」
を

参
照
。

（
84
）　

古
廐
忠
夫
「
日
中
戦
争
と
占
領
地
経
済
」
同
『
日
中
戦
争
と
上

海
、
そ
し
て
私　
　

古
廐
忠
夫
中
国
近
現
代
史
論
集
』
研
文
出
版
、

二
〇
〇
四
年
、
三
一
七
頁
。

（
85
）　

前
掲
、
波
多
野
『
太
平
洋
戦
争
と
ア
ジ
ア
外
交
』、
九
三
頁
。

（
86
）　

吉
岡
文
六
「
国
府
参
戦
の
齎
ら
す
も
の
」『
時
局
情
報
』
一
九
四

三
年
二
月
号
。

（
87
）　

同
右
。

（
88
）　

吉
岡
は
、
嘱
託
か
ら
の
帰
任
後
の
述
懐
（
汪
政
権
強
化
の
具
体

的
方
法
や
現
実
の
苦
難
）
を
以
下
で
述
べ
て
い
る
。
吉
岡
文
六
「
汪

政
権
強
化
の
一
方
法
」『
外
交
時
報
』
第
八
七
七
号
（
一
九
四
一
年
六

月
）。
同
「
汪
政
権
育
成
の
現
実
」
善
隣
協
会
編
『
新
ア
ジ
ア
の
雄

相
』
目
黒
書
店
、
一
九
四
二
年
。

【
付
記
】
本
研
究
はJSPS

科
研
費JP19K

13638, JP21J00144

の
助
成
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
東
洋
文
庫
奨
励
研
究
員
）

二
二
三
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Shanghai market. Meanwhile, in response to the rapid increase in direct coal 

exports by Japanese trading companies, Chinese coal merchants assumed a 

new role as brokers in the Shanghai coal market. They adeptly navigated 

through seasonal fluctuations and effectively controlled the market for afford-

able coal aimed at small and medium-sized consumers. Consequently, Chi-

nese coal merchants strategically transitioned from traders to brokers, thereby, 

in the Shanghai coal market, Japanese trading companies dominated the sale 

of high-grade coal, while Chinese merchants adeptly controlled the market for 

medium- and low-grade coal.

     Furthermore, this paper presents a new perspective on the role of Chi-

nese merchants in Shanghai within the context of Sino-Japanese trade histo-

ry. Contrary to the prevailing notion that Chinese merchants primarily dealt 

in goods other than coal and copper, it highlights that Zhejiang merchants, 

particularly those from Ningbo, had long been active participants in the Sino-

Japanese coal trade. These merchants operated independently of the networks 

of Chinese merchants in Japan and exerted significant influence in the Shang-

hai coal market. They skillfully maintained a complex relationship of cooper-

ation and competition with Japanese trading companies, securing their sub-

stantial presence and impact in the industry.

The Perception of China of Yoshioka Bunroku (Tokyo Nichinichi Shimbun)

during the Second Sino-Japanese War: Focus on a View toward

Chiang Kai-shek

SHIMADA Daisuke

     The purpose of this paper is to clarify the changes in Yoshioka Bun-

roku’s analysis of China from around 1934, through the outbreak of the Sec-

ond Sino-Japanese War in July 1937, to the establishment of the Wang Jingwei 

administration in 1940. Yoshioka is a reporter specializing in China working 

iv
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for the Tokyo Nichinichi Shimbun. Since he was an expert on Chiang Kai-

shek, his view of Chiang is the main focus.

     Yoshioka’s view of Chiang Kai-shek and China was seemingly contra-

dictory in that he regarded Chiang as an enemy as a threat to Japan, while 

fairly observing Chiang’s achievements and appealing for the imitation of his 

dictatorial methods.

     Yoshioka’s view of Chiang Kai-shek, which is the outcome of this the-

sis, is characterized by the following two points.

     First, Yoshioka gave a high evaluation of Chiang Kai-shek based on 

realism. The contempt for China that was seen in many Japanese experts on 

China had disappeared from Yoshioka’s view after the autumn of 1936. Rather 

than seeing China as an object of contempt, he came to see it as a realistic 

threat that was gaining the economic and military strength to compete with 

Japan. He analyzed Chiang’s governing system from a realist perspective, and 

when his expectations were not met, he led a new perception in light of the 

new situation. He also added deep insights into the wartime regime of the 

Chongqing regime. Even after the Second Sino-Japanese War broke out, he 

had the capacity to fairly evaluate Chiang’s achievements.

     Second, Yoshioka consistently took a confrontational stance toward 

China (Chiang Kai-shek). He consistently denied any compromise or alliance 

with the Chiang Kai-shek regime. Before the Second Sino-Japanese War, 

while acknowledging the trend of Chiang Kai-shek’s national unification, he 

denied the Sino-Japanese economic tie-up. During the Second Sino-Japanese 

War, he advocated the destruction of the Chiang regime and insisted on mili-

tary operations without delay. Yoshioka’s proposal to strengthen the Wang 

administration was ultimately aimed at establishing a new administration to 

replace the Chiang regime.

v


